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国際コミュニケーショソの環境変化と，英・米高級紙の日本関連記事
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第
一
章
　
一
九
八
○
年
代
に
お
げ
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
変
化

1

「
新
世
界
情
報
秩
序
」
と
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

　
一
九
八
○
年
代
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
は
、
ユ
ネ
ス
コ
を
舞
台
と
し
た
新
国
際
情
報
秩
序
を
め
ぐ
る
動
き
に
大
ぎ
く
影
響

さ
れ
た
。
広
瀬
英
彦
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
政
策
の
課
題
」
（
『
新
聞
学
評
論
』
二
八
号
、
一
九
七
九
年
）
の
中
で
新
世
界
情
報
秩
序
と

「
情
報
主
権
へ
の
対
応
が
、
今
後
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
秩
序
を
め
ぐ
る
重
要
間
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
（
一
〇
頁
）
と
指
摘

し
て
い
た
。
事
実
、
ユ
ネ
ス
コ
の
財
政
の
大
部
分
を
負
担
し
て
い
た
西
側
諸
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
は
「
『
新
世
界
情
報
秩
序
』
の
樹
立
を

目
的
と
し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
宣
言
案
が
提
案
さ
れ
た
一
九
七
六
年
の
第
一
九
回
総
会
（
ナ
イ
・
ビ
）
で
硬
化
し
、
国
際
対
立
は
最
高
潮
に

達
し
た
。
そ
の
空
気
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
問
題
研
究
国
際
委
員
会
（
通
称
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
委
員
会
）
が
組
織
さ
れ
、

二
年
余
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、
一
九
八
○
年
二
月
に
最
終
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
米
国
の
攻
撃
的
態
度
に
変
化
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
」
（
江
尻
進
「
新
世
界
情
報
秩
序
に
挑
む
米
国
の
ユ
ネ
ス
コ
脱
退
」
『
新
聞
研
究
』
三
九
一
号
、
一
九
八
四
年
二
月
、
八
二
頁
）
の
で
あ
る
。

マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
委
員
会
報
告
は
、
永
井
道
夫
監
訳
『
多
く
の
声
、
一
つ
の
世
界
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
O
年
）
と
し
て
邦
訳
さ
れ

て
い
る
．
さ
ら
に
堀
川
敏
雄
は
、
①
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ネ
ス
コ
脱
退
声
明
（
一
九
八
三
年
）
に
始
ま
る
八
四
、
八
五
両
年
の
ユ
ネ
ス
コ
改
革
運

動
が
ど
の
様
に
行
わ
れ
た
か
、
②
ユ
ネ
ス
コ
問
題
の
現
状
は
ど
う
か
を
概
観
し
、
「
結
論
か
ら
言
う
と
、
二
年
間
の
改
革
努
カ
ー
そ
れ

は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
な
ど
西
側
先
進
諸
国
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
ー
の
結
果
は
す
こ
ぶ
る
微
温
的
、
つ
ま
り
は
失
敗
に
近
い

現
状
維
持
で
、
ア
メ
リ
カ
は
八
四
年
末
、
イ
ギ
リ
ス
（
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
は
八
五
年
末
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ネ
ス
コ
を
去
り
、
オ
ブ

ザ
！
バ
ー
事
務
所
を
と
ど
め
る
だ
け
に
な
っ
た
」
（
「
米
英
脱
退
後
の
ユ
ネ
ス
コ
」
『
海
外
事
情
』
一
九
八
五
年
一
二
月
、
八
五
頁
）
こ
と
を
報
告
し

2
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て
い
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
の
場
で
、
第
三
世
界
側
が
欧
米
先
進
国
側
に
対
し
優
位
を
確
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
を
ふ
く
め
た
欧
米
先
進
国
の

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
の
趨
勢
は
、
そ
れ
に
そ
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
安
易
に
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
斉
藤

吉
史
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
第
三
世
界
の
指
導
層
は
、
先
進
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
一
方
的
な
情
報
を
流
し
、
植
民
地
的
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
攻
撃
し
て
国
際
的
な
民
主
化
を
求
め
な
が
ら
、
国
内
で
は
情
報
の
民
主
化
を
中
断
し
た
の
で
あ
る
」
（
＝
二
頁
）
．
新
情
報
秩

序
を
西
欧
先
進
国
社
会
に
対
し
要
求
し
た
一
九
七
〇
年
代
に
、
ア
ジ
ア
の
各
国
で
は
「
国
内
の
政
治
固
め
の
た
め
権
威
体
制
へ
の
移
行
が

始
ま
っ
て
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
そ
し
て
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

で
、
政
府
に
批
判
的
な
目
を
向
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ヘ
特
に
新
聞
に
対
す
る
圧
迫
が
始
ま
っ
た
」
（
斉
藤
吉
史
「
権
力
と
新
聞
」
『
新
聞
学
評

論
』
三
四
号
、
一
九
八
五
年
、
一
一
一
ー
一
一
二
頁
）
。
斉
藤
の
指
摘
し
て
い
る
新
世
界
情
報
秩
序
の
二
重
構
造
を
日
本
の
マ
ス
．
メ
デ
ィ
ア

は
ど
う
捉
え
て
い
た
か
に
関
す
る
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
小
川
芳
彦
が
行
っ
て
い
る
評
論
に
は
、
一
九
八
三
年
二
一
月
三
一

日
付
朝
刊
の
社
説
を
比
較
し
た
結
果
を
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
『
朝
日
』
と
『
毎
日
』
と
は
、
そ
の
見
出
し
が
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
、
米
国
の
決
定
に
批
判
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
『
読
売
』
は
脱
退
通
告
に
理
解
を
示
し
、
『
サ
ン
ケ
イ
』
は
ユ
ネ
ス
コ
の
現
状
に
批

判
的
で
、
米
国
の
決
定
を
肯
定
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
四
紙
の
立
場
の
ど
れ
が
正
し
い
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
設

立
目
的
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
精
神
そ
の
も
の
の
理
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
帰
着
す
る
」
（
「
ユ
ネ
ス
コ
と
米
国
の
脱
退
問
題
」
『
国
際
問

題
』
二
九
二
号
、
一
九
八
四
年
七
月
、
三
七
i
三
八
頁
）
．
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
四
紙
の
立
場
の
評
価
を
ユ
ネ
ス
コ
理
解
に
だ
け
限
定
す
る
こ

と
は
問
題
を
あ
ま
り
に
も
倭
小
化
し
過
ぎ
る
気
が
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ネ
ス
コ
脱
退
は
、
新
世
界
情
報
秩
序
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
憲
法
に
示
さ
れ
た
言
論
の
自
由
の
概
念
を
守
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
だ
し
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
宣
言
（
一
七
七
六
年
）
で
う
た
っ

た
と
お
り
専
制
的
政
府
に
自
ら
を
堕
落
さ
せ
な
い
た
め
の
合
衆
国
政
府
の
対
応
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
．
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
に
示
し

た
第
三
世
界
の
主
張
の
二
重
構
造
へ
の
嫌
悪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．

3
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し
か
し
こ
れ
ら
先
進
国
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
、
新
世
界
情
報
秩
序
の
提
唱
は
、
そ
の
後
の
情
報
の
内

容
や
流
れ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
国
際
情
報
流
通
研
究
を
と
っ
て
み
る
と
、
国
内
お
よ
び
国
外
（
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
）
と
と
も
に
比
較
的
多
く
の
研
究
業
績
が
出
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
は
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
一
週
間
、
「
日
米
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E

A
N
）
五
ヶ
国
、
そ
れ
に
中
国
、
韓
国
、
香
港
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
英
仏
の
計
一
四
ヶ
国
、
二
九
の
日
刊
新
聞
の
紙
面
を
調
べ
、

そ
こ
に
現
れ
た
国
際
報
道
の
分
析
を
試
み
た
。
国
際
報
道
と
は
、
そ
の
新
聞
の
所
属
国
以
外
の
全
て
の
外
国
に
触
れ
た
記
事
を
指
す
。
」
そ

の
結
果
…
…
国
際
報
道
の
発
信
者
は
A
P
（
二
二
・
六
％
）
、
ロ
イ
タ
i
（
二
一
・
九
％
）
、
A
F
P
（
九
・
三
％
）
、
U
P
I
（
八
・
六
％
）
と
、

西
側
ビ
ッ
グ
4
だ
け
で
軽
く
六
割
を
越
す
実
体
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
各
新
聞
社
の
自
社
特
派
員
電
の
合
計
は
、
二
一
・
二
％
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
南
の
途
上
国
ほ
ど
国
際
報
道
の
情
報
提
供
を
大
き
く
西
側
巨
大
通
信
社
に
仰
い
で
い
る
実
体
も
あ
わ
せ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
（
桂
敬
一
「
映
像
・
画
像
へ
も
サ
ー
ビ
ス
対
象
広
げ
る
ー
情
報
化
時
代
と
世
界
の
通
信
社
」
『
世
界
週
報
』
一
九
八
五
年
二
月
五
日
）
。
小
池

保
夫
は
、
同
じ
調
査
内
容
を
よ
り
詳
し
く
「
各
国
紙
面
に
み
る
国
際
報
道
の
現
状
」
と
し
て
『
新
聞
研
究
』
（
一
九
八
五
年
一
月
号
）
に
発
表

し
て
い
る
が
、
日
本
新
聞
協
会
研
究
所
が
一
九
七
九
年
二
月
四
日
か
ら
の
一
週
間
の
紙
面
に
つ
い
て
行
っ
た
同
様
の
調
査
結
果
（
『
新
聞
研

究
』
一
九
八
O
年
六
月
号
）
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
前
回
の
調
査
と
比
較
し
て
み
る
と
「
日
・
米
と
も
に
相
互
の
報
道
量
は
増
加
し
て

い
る
が
．
そ
の
差
は
一
層
拡
大
し
て
い
る
。
日
・
中
問
で
は
と
も
に
相
互
の
報
道
量
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。
日
本
と
香
港
と
の
間
で
は
、

と
も
に
報
道
量
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
依
然
と
大
き
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
日
・
仏
間
で
は
と
も
に
報
道
量
は
増
加

し
て
い
る
が
、
そ
の
差
に
は
極
端
な
違
い
は
前
回
も
今
回
も
見
ら
れ
な
い
」
（
同
論
文
、
八
五
頁
）
。

　
テ
レ
ピ
ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
内
容
比
較
調
査
と
し
て
は
川
竹
和
夫
ら
が
「
テ
レ
ビ
報
道
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
一
九
八
○
年
に
世
界
の

八
ヶ
国
の
テ
レ
ピ
局
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
・
米
間
の
情
報
流
通
バ
ラ
ソ
ス
は
、
日
本
の
二
〇
対
一
の
輸
入
超
過
で
あ

り
、
「
日
本
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
偏
重
の
基
本
構
造
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
中
の
“
外
国
”
は
、

4
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直
接
的
な
外
国
文
化
の
流
入
と
し
て
捉
え
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
偏
っ
た
形
で
厚
外
国
”
の
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
、
”
国
際
的
”
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
好
ま
し
い
形
だ
と
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
…
…
…
日
本
は
（
日
本
の

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
）
、
も
っ
と
、
非
同
盟
諸
国
中
心
の
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
（
例
え
ば
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ョ
ソ
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
ニ
ュ
ー
ス
通
信
網
な

ど
）
に
理
解
を
示
し
、
積
極
的
協
力
を
す
べ
き
で
あ
る
」
（
「
テ
レ
ビ
の
中
の
外
国
文
化
」
『
東
京
女
子
大
学
紀
要
』
三
六
巻
一
号
、
一
九
八
五
年
九
月
、

一
六
二
頁
）
。
こ
の
ほ
か
、
日
本
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
か
ら
の
テ
レ
ビ
番
組
輸
入
総
量
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
ぐ
第
三
位

で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
テ
レ
ビ
編
成
の
中
で
外
国
要
素
が
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
増
え
た
の
は
『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
』

で
あ
る
が
、
高
視
聴
率
を
狙
う
た
め
の
「
き
わ
も
の
番
組
」
が
多
く
、
外
国
イ
メ
ー
ジ
理
解
に
と
っ
て
の
阻
害
要
因
と
さ
え
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ア
メ
リ
カ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
テ
レ
ビ
を
通
じ
る
日
本
関
連
番
組
と
し
て
は
『
望
。
磐
ど
弓
8
二
』
昌
斜
巨
ざ
』
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
高
視
聴
率
を
あ
げ
て
い
る
か
ら
、
こ
う
し
た
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
奇
妙
な
日
本
人
が
、
日
本
の
代
表
的
な
姿
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
危
険
性
が
多
分
に
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
．
そ
し
て
「
日
本
を
中
心
と
す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
ま
≦
を
考
え
て
み
る
と
、
何
の

事
は
な
い
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
く
三
①
暮
な
ド
ラ
マ
を
輸
入
し
、
外
国
へ
＜
§
Φ
暮
な
ア
ニ
メ
を
輸
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
」

（
同
論
文
、
一
七
〇
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
世
界
情
報
秩
序
の
要
求
が
直
接
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
日
本

は
経
済
的
先
進
国
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
決
議
に
も
同
調
し
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
要
求
の
影
響
が
日
本
を
と
り
ま
く
世
界
的
情
報
流
通

の
全
体
的
構
造
を
ど
う
変
化
さ
せ
た
か
は
、
日
本
を
一
方
の
極
と
す
る
国
際
情
報
流
通
の
研
究
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

n

「
新
世
界
情
報
秩
序
」
と
第
三
世
界

　
そ
こ
で
、
新
国
際
情
報
秩
序
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
が
先
進
国
と
第
三
世
界
各
々
の
マ
ス
コ
ミ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
状
況
に
与
え
た
影
響

は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
か
第
三
世
界
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
成
果
か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
ま
ず
第
三
世
界
へ
の
影
響
に
つ

5
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い
て
見
て
み
よ
う
。
ア
ジ
ア
・
マ
ス
コ
ミ
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
＜
’
竃
9
9
は
情
報
の
流
れ
の
問
題
点
の
現
状
指
摘
を
行
う
中

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
第
一
は
、
協
力
と
、
集
団
的
な
行
動
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
に
お
い
て
通
信
社
の
成
長
が
と
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
ま
だ
西
欧
、
欧
米
の
通
信
社
が
ニ
ュ
ー
ス
電
送
の
支
配
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
．
ま
た
ア
ジ
ア
の
通
信
社
の
進
歩
が
ゆ

っ
く
り
し
た
歩
み
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
政
府
の
料
金
を
な
か
な
か
下
げ
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
、
新
し
い
技
術
に
対
し
て
便

宜
を
図
ろ
う
と
し
な
い
態
度
、
職
業
基
準
と
い
う
面
で
の
注
意
が
ま
だ
十
分
で
な
い
、
訓
練
に
対
す
る
投
資
が
少
な
い
、
そ
れ
か
ら
ま
た

言
語
の
問
題
が
あ
り
ま
す
．
情
報
の
均
衡
の
取
れ
た
流
れ
、
自
国
の
記
者
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
基
準
に
の
っ
と
っ
て
取
材
さ
れ
た
も
の

が
開
発
途
上
国
の
理
想
と
す
る
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
現
に
は
ま
だ
永
い
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
第
二
に
、
編

集
上
の
判
断
と
い
う
障
害
が
あ
り
、
欧
米
の
ニ
ュ
ー
ス
源
に
信
頼
を
置
き
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
．
地
域
内
の
ニ
ュ
ー
ス
組
織
が
十
分

に
発
展
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
。
そ
の
是
正
の
た
め
に
は
例
え
ば
地
域
内
の
政
府
は
ニ
ュ
ー
ス
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
か
な
も

の
に
し
．
情
報
の
自
由
な
流
れ
を
許
可
し
、
対
話
，
討
論
を
推
進
し
．
神
経
を
と
が
ら
せ
る
こ
と
を
や
め
て
、
刑
罰
を
ち
ら
つ
か
せ
る
抑

制
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
解
放
す
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
（
『
情
報
通
信
学
会
誌
』
二
巻
、
四
号
、
一
九
八
五
年
、
一
八
頁
）
．
し

か
し
、
情
報
の
均
衡
あ
る
流
れ
が
未
だ
実
現
さ
れ
ず
、
第
三
世
界
が
依
然
と
し
て
先
進
世
界
か
ら
の
情
報
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
よ
う
と

も
、
今
日
第
三
世
界
の
主
体
性
の
確
立
は
様
々
な
試
み
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
三
世
界
の
研
究
者
に
よ
る
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
の
受
け
手
の
主
体
性
獲
得
の
た
め
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
指
示
で
あ
る
．
そ
こ
で
は
受
け
手
が
、
読
み
手
と
変
わ
る
必
要
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
A
・
マ
ト
ウ
ラ
ー
ル
と
A
・
ド
ル
フ
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
．
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
送
り
出
す
中
心
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
土
台
と
上
部
構
造
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
、
彼
の
幻
想
世
界
で
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
私
た
ち
は
、
こ
の
世
界
で
現
実
が
ど
の
様
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
幻
想
が
人
間
の
具
体
的
存

在
と
、
つ
ま
り
直
接
的
・
歴
史
的
な
条
件
と
ど
う
関
係
づ
け
ら
れ
る
か
を
、
正
確
に
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
土
台
と
上
部
構
造
を
デ

ィ
ズ
ニ
ー
が
解
釈
す
る
仕
方
は
、
従
属
的
な
国
々
の
日
常
世
界
に
お
い
て
、
両
者
の
関
係
が
表
現
さ
れ
る
仕
方
と
、
対
で
比
較
さ
れ
な
け

6
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れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
二
つ
の
間
の
差
異
と
類
似
性
と
が
、
こ
の
種
の
出
版
物
が
低
発
展
と
い
う
現
実
の
中
で
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を

批
判
的
に
判
断
す
る
た
め
の
鍵
を
提
供
し
て
く
れ
る
」
（
山
崎
カ
ヲ
ル
訳
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
晶
文
社
、
一
九
八
四
年
、
一
七
二
頁
）
。

　
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
文
化
の
チ
リ
ヘ
の
侵
略
は
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
成
立
後
極
め
て
意
図
的
に
な
っ
た
と
い
う
．
国
際
的
情
報

流
通
研
究
が
、
情
報
の
流
れ
の
方
向
性
の
み
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
説
明
し
得
な
い
こ
と
を
マ
ト
ラ
ー
ル
ら
の
研
究
は
私
た
ち
に
教

え
て
く
れ
る
．
そ
の
意
味
で
、
箕
輪
成
男
の
書
籍
の
国
際
移
動
に
つ
い
て
論
じ
た
言
葉
は
重
み
を
持
っ
て
い
る
。
「
書
籍
の
国
際
移
動
は
、

文
化
的
高
圧
国
か
ら
、
低
圧
国
へ
、
一
定
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
ん
で
流
れ
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
と
い

う
の
は
、
そ
れ
は
書
籍
の
流
れ
の
方
向
性
の
み
を
示
し
て
い
て
．
い
つ
如
何
な
る
時
に
そ
う
し
た
流
れ
が
起
こ
る
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず

し
も
十
分
に
説
明
し
て
く
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
「
国
際
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
出
版
」
『
出
版
研
究
』
一
八
号
、
一
九
八
七
年
、
一
〇

頁
）
。

　
次
に
、
新
世
界
情
報
秩
序
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
を
脱
退
し
た
ア
メ
リ
カ
の
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
．

皿
　
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
の
第
三
世
界
報
道
の
姿
勢

　
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
い
た
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
政
府
の
ユ
ネ
ス
コ
批
判
政
策
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
新
聞
と
テ

レ
ビ
の
第
三
世
界
報
道
の
姿
勢
に
は
変
化
が
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
各
々
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
か
ら
検
討
し

て
み
よ
う
。

　
ー
　
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
と
外
国
ニ
ュ
ー
ス

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
主
要
高
級
紙
に
掲
載
さ
れ
る
外
国
記
事
に
占
め
る
第
三
世
界
関
連
記
事
の
割
合
は
、
調
査
結
果
に
よ
り
様
々
で
あ

る
が
、
ほ
ぽ
一
五
％
か
ら
五
六
％
の
間
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
A
・
セ
メ
ル
は
、
一
九
七
四
年
秋
に
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ス
、
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ピ
ュ
ー
ン
、
マ
イ
ア
、
…
ヘ
ラ
ル
ド
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
の
四
紙
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
外
国
記
事
中

7
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の
一
五
％
が
第
三
世
界
、
七
％
か
ら
六
五
％
が
先
進
世
界
の
記
事
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
彼
は
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
上
記
四
紙

の
外
国
記
事
の
取
扱
方
に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
済
的
に
豊
か
で
、
政
治
的
に
影
響
力
を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
と
文
化
的
に

近
い
国
ほ
ど
、
よ
り
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
（
ぎ
母
霜
零
留
目
目
9
、
、
寄
邑
曽
2
①
誤
冒
頴
琴
q
φ
田
器
評
ま
①
聾

ω
o
目
①
O
o
目
冨
践
ω
o
霧
｝
、
．
～
。
ミ
§
N
帖
。
。
§
O
ま
9
註
塁
ミ
㎝
ω
”
お
㌣
お
9
一
〇
お
）
。

　
し
か
し
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
に
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
に
第
三
世
界
は
十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。

例
え
ば
D
・
ウ
ィ
ー
バ
ー
ら
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
七
九
年
の
A
P
と
U
P
I
が
配
信
し
た
外
電
三
三
九
本
中
、
コ
ニ
九

本
が
先
進
国
（
ヨ
ー
・
ッ
パ
、
ソ
連
、
北
ア
メ
リ
カ
．
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
ヵ
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
の
四
一
％
を
占

め
て
い
た
。
他
方
、
第
三
世
界
に
関
す
る
も
の
は
、
一
九
七
本
で
全
体
の
五
九
％
を
占
め
て
い
た
ば
か
り
か
、
記
事
の
長
さ
に
お
い
て
も

優
っ
て
い
た
。
記
事
内
容
を
見
る
と
、
第
三
世
界
か
ら
の
記
事
は
、
選
挙
、
政
治
不
安
、
政
治
危
機
、
武
力
衝
突
な
ど
が
多
く
、
先
進
世

界
か
ら
の
記
事
は
物
価
、
労
使
関
係
、
文
化
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
U
麩
崔
昌
名
①
薯
雲
即
呂
9
ρ
譲
酵
。
登
．
、
守
蚤
讐
蜜
蓄
O
？

＜
霞
夷
Φ
。
ロ
弓
≦
。
q
●
ω
●
≦
ぎ
ω
①
這
凶
。
＄
．
．
り
～
§
§
匙
。
、
q
§
§
§
訂
＆
軌
§
9
ユ
凝
一
。
。。
一
、
琶
。
田
－
O
ω
）
。

　
さ
ら
に
、
第
三
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
の
量
の
時
系
列
的
変
化
と
、
異
な
る
記
事
内
容
の
報
道
量
の
比
較
を
W
・
ポ
タ
ー
が
一
九
一
三
年
．

一
九
三
三
年
、
一
九
八
三
年
の
八
紙
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
・
ポ
ス
ト
、
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ピ
ュ
ー
ソ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
ポ
ス

ト
・
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
・
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
イ
ァ
ミ
・
ヘ
ラ
ル
ド
、
ロ
サ
ソ
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ス
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
・
サ
イ

エ
ソ
ス
．
モ
ニ
タ
ー
）
の
第
一
面
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
．
そ
の
結
果
．
一
九
六
三
年
以
来
、
第
三
世
界
に
関
す
る
記
事
の
割
合
（
％
）
は
、
増

大
し
続
け
て
い
る
（
表
－
）
．
し
か
し
記
事
を
内
容
別
に
み
る
と
、
明
ら
か
に
西
欧
先
進
国
に
つ
い
て
の
記
事
と
第
三
世
界
及
び
社
会
主
義

諸
国
に
つ
い
て
の
記
事
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
欧
先
進
国
（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ギ
リ

シ
ア
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
）
に
関
す
る
記
事
は
、
政
治
ニ
ュ
ー
ス
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
の
に
対
し
、
第
三
世
界
（
中
・
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
国
々
）
と
社
会
主
義
国
家
（
ソ
連
お
よ
び
ソ

8
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　　　　　表1　外国ニュースの報道における対象地域の変遷（パーセント）

年
第三世界
single　dual

先進国
single　dua1

社会主義国

single　dual
記事数

ユ983

1963

1933

1913

16．6（a）24．3

6．3　　18．2

5．7　　4．3

6．3　　9．6

50．6　　25．9

64．7　　21．2

80．9　　9。0

78．4　　12．6

6．2　　7。7

3．9　　12．9

3．7　　6．6

1．7　　5．7

259

411

512

333

コーディング数 119　　192 1072　　242 57　　　124 1806

カイ2乗＝143．54／20，ρ＜．000

la）パーセントは新聞の全記事の中でそれぞれに相当するとコーディングされたものが占める割合を示す。

　　二重のコーディングがあるため、合計は100％以上になる。

（注）表1、表2ではニュースを掲載紙、年号、ニュースのレベルとニュースのタイプにより分けてある。

　　　ニュースのレベルとは、国際／連邦・州際／州それ以下に分類することであり、国際はさらに先進国

　　／社会主義国／第三世界に分類する。その際二つ以上にまたがった記事はdualとして分類する。

　　　ニュースのスタイルとは、Burgoon，Burgoon，and　Wilkinsonモデルによって分類したものである。

　　（Judee　K．Burgoon，Michael　Burgoon，and　Miriam　Wllkinson，駅Dlmens1on　of　Content　Readership

　　in10Newspaper　Markets”」側7ηα1言鍛＠αγJeγZッ60：74－80，1984）ここでも二つ以上にまたがって

　　いる記事はdua1として分類する。

連
圏
、
中
国
）
に
関
す
る
記
事
は
、
セ
ソ
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
が
圧

倒
的
に
多
い
（
表
2
）
。
特
に
第
三
世
界
に
関
す
る
記
事
は
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
、
何
ら
か
の
形
で
セ
ソ
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
面
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
先
進
国
に
関
す
る
記
事
は
、
は
っ
き
り
と
政
治
記
事
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
記
事
を
区
別
で
き
る
．
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
高
級
紙
の

記
事
の
四
四
％
が
外
国
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
、
そ
の
中
に
占
め
る
第
三

世
界
関
連
記
事
は
先
進
国
関
連
記
事
を
喰
う
形
で
増
大
し
つ
つ
あ
る
．
こ

れ
に
対
し
、
社
会
主
義
諸
国
に
関
す
る
記
事
は
、
増
大
も
減
少
も
し
て
い

な
い
（
妻
●
鼠
ヨ
窃
零
9
聾
、
．
乞
①
語
砕
。
目
円
ぼ
8
≦
。
二
駐
一
づ
汐
Φ
隆
鴨

O
。
の
。
乞
①
≦
碧
碧
Φ
舞
、
．
～
o
ミ
蓉
§
§
O
§
ミ
肺
ミ
ミ
露
”
お
I
oo
ρ
一
〇
〇〇
㎝
）
。

　
以
上
、
先
進
諸
国
と
第
三
世
界
の
報
道
の
相
違
に
付
い
て
概
観
し
て
き

た
が
、
こ
の
中
間
に
位
置
す
る
諸
国
に
付
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
は

ど
の
様
な
報
道
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
．
こ
こ
で
は
ギ
リ
シ

ア
を
例
に
と
っ
た
T
・
ザ
ハ
冒
ポ
ロ
ス
の
調
査
を
取
り
上
げ
る
。

　
ギ
リ
シ
ア
は
ヨ
ー
官
ッ
パ
に
属
し
て
は
い
る
が
、
第
三
世
界
で
も
な
け

れ
ば
、
政
治
的
、
経
済
的
影
響
力
を
持
っ
た
諸
国
の
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ

な
い
．
普
通
、
こ
の
二
つ
の
世
界
の
中
問
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
．
し

た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
主
要
新
聞
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
の
取
り
上
げ
方
も
、

ヨ
ー
ワ
ッ
パ
の
イ
メ
ー
ジ
と
社
会
不
安
を
抱
え
た
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

9
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表2　アメリカの高級紙に掲載された外国ニュース

記事のタイプ
　第三世界
single　dua1

　先　進　国

single　dua1

社会主義国

single　dua1
コーディング数

政　府

行政府 30　　　　35 283　　　44 10　　　　21 373

立法府 3　　　　10 145　　　　15 1　　　　5 164

司法府 1　　　　　1 61　　　　10 5　　　　9 77

行政・司法 3　　　　　2 46　　　　5 1　　　　3 55

85（a＜23．4％）（b） 609（36。0％） 55（50．7％）

センセーショナル

自然災害 4　　　　　1 14　　　　1 0　　　　　0 19

犯罪 43　　　　126 204　　　138 22　　　　52 427

軍事・戦争 15　　　　13 122　　　　26 3　　　　13 166

事故 2　　　　　5 56　　　　6 1　　　　3 66

209（57．4％〉 567（33．5％） 94（51．9％）

ポピュラー

人物 7　　　　10 109　　　　9 1　　　　5 129

娯楽・文化 8　　　　　2 40　　　　5 2　　　　3 55

スポーツ 0　　　　　0 3　　　　0 1　　　　　0 4
27（7．4％） 166（9．8％） 12（6．6％）

科学・技術

保健衛生 8　　　　　2 21　　　　2 1　　　　0 32

環境 0　　　　　2 17　　　　1 0　　　　　1 19

エネルギー 0　　　　　0 5　　　　0 O　　　　O 5
その他 4　　　　　6 58　　　　5 3　　　　　5 73

22（6．O％） 109（6．4％〉 10（5．5％）

商　業

工業 5　　　　10 195　　　14 1　　　　6 216

消費者 4　　　　2 25　　　　7 0　　　　3 34

21（5．8％） 241（14．2％） 10（5．5％）

｛a）上のサブカテゴリーのコーディング数の合計

（b）当該カテゴリーの合計記事数におけるサブカテゴリーのコーディング数の割合

10
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　　　表3　六紙に掲載された驚983年1月から7月までのギリシア関連ニュース

新　　　聞　　　名 記事 書籍（8） 投書（b） 社　説 合計

クリスチャン・サイエンス・モニター

サンフランシスコ・、クロニク歩

ロサンゼルス・，タイムス

ニューオーリンズ・タイムス＝ピカユン

20

15

16

15

7
0

1
6
3
0
1
1

5
0
0
0
2
0

2
1
2
0
2
0

28

22

21

15

121セントルイス・，ポスト・ディスパッチ

クリーブランド・プレイン・ディーラー

合　　　　　　計 73 12 7 7 99

（a）書評、抜粋、著者紹介など。

（b）編集長への投書．

表4　記事のカテコリーlaノ

カテゴリー モニター タイムス クロニクル
タイムスニ

ピカユン

ポスト・

ディスパッチ
ディーラー 合計

国際（基地交渉） 5 3 5 6 4 0 23

国際（関係） 7 2 0 0 2 0 11

古代 2 2 4 2 0 O 10

移住 4 1 2 2 0 0 9
犯罪・事故 0 1 1 2 1 0 5
ライフスタイル 0 2 1 1 O 0 4
国内政治 0 1 2 0 0 0 3
商業・工業 2 1 0 0 O O 3
芸術 O 0 0 2 0 0 2
スポーツ（オリンピック） O 1 O 0 0 0 1
保健衛生 0 1 0 0 0 0 1
宗教 0 1 0 0 Q Q 1

合　　　計 20 16 15 15 7 0 73

（a）新しい記事のみ

11
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二
極
を
結
ぶ
線
上
の
ど
こ
か
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
ギ
リ
シ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
悪
い
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ギ

リ
シ
ア
に
付
い
て
悪
い
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
に
付
い
て
の
報
道
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
か
、
ご
く

わ
ず
か
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、
あ
る
い
は
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
付
い
て
の
み
報
道
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
新
聞
が
い
っ
た
い
ど
の
様
に
ギ
リ
シ
ア
を
報
じ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
た
め
、
ギ
リ
シ
ア
に
支
局
を
置
い
て
い
な
い
六
紙
（
・
サ
ン
ゼ
ル

ス
・
タ
イ
ム
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
ポ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
．
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
イ
ソ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ソ
ズ
・
タ
ィ
ム
ス
”
ピ
カ
ユ
ソ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
・
サ
ィ
エ
ソ
ス
・
モ
ニ
タ
ー
）
を
と
り
あ
げ
て
一
九
八
三
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で

の
紙
面
を
分
析
し
た
。
調
査
仮
説
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
ω
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
に
出
て
く
る
ギ
リ
シ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
は
重
要
で
な
い
国
で

あ
る
。
ω
ギ
リ
シ
ア
に
関
係
し
た
記
事
は
ア
メ
リ
カ
自
体
の
持
つ
国
際
性
に
深
く
関
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⑥
ギ
リ
シ
ア
に
関
す
る
記
事

量
は
、
そ
の
新
聞
の
発
行
さ
れ
て
い
る
都
市
に
ギ
リ
シ
ア
系
の
人
口
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
か
に
よ
っ
て
い
る
。

　
表
3
、
表
4
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
は
紛
争
に
明
け
暮
れ
た
国
家
と
し
て
は
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
重
要
な
国
家
と
し
て
も
報
道
さ
れ
て
い
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
に
関
す
る
報
道
量
は
、
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
理
由
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
国

際
的
に
ギ
リ
シ
ア
を
軽
視
し
て
い
る
と
言
う
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
持
つ
組
織
上
の
問
題
（
例
え
ば
支
局
を
置
い
て
い

な
い
こ
と
）
に
帰
因
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
に
付
い
て
の
報
道
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ギ
リ
シ
ア
の
よ
う
に
紛
争

地
点
で
も
な
け
れ
ば
エ
リ
ー
ト
国
家
で
も
な
い
国
家
は
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
か
ら
ほ
と
ん
ど
関
心
を
も
た
れ
な
い
。
従
っ
て
ギ
リ
シ
ア
に

関
す
る
報
道
は
少
な
く
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
国
民
に
ギ
リ
シ
ア
を
現
実
の
国
際
的
地
位
以
下
の
国
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
も

た
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
目
置
且
8
N
魯
賃
8
。
巳
β
．
．
醤
Φ
ヨ
轟
①
9
9
8
8
ゴ
爵
Φ
q
φ
零
Φ
聲
、
、
き
ミ
蓉
喜
§
O
§
ミ
肺
ミ
§
箸
ら
9
～

8
μ
一
〇
〇〇
藤
）
。

　
2
　
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
に
お
け
る
外
国
ニ
ュ
ー
ス

　
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
に
付
い
て
も
、
近
年
ア
メ
リ
カ
内
の
研
究
者
た
ち
か
ら
さ
え
、
資
本
主
義
の
枠
組
み
に
沿
っ
た
機
能
的
フ
レ
ー
ム
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ワ
ー
ク
を
番
組
を
通
じ
て
視
聴
者
に
植
え
付
け
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
．
特
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、

第
三
世
界
に
対
し
正
当
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
批
判
が
高
ま
っ
た
（
例
え
ば
q
Z
塁
Q
ρ
歳
§
ミ
ぎ
誉
。
・
o
ミ
ミ
。
義
一
乞
薯

ぎ
詩
＼
d
Z
塁
Q
ρ
評
誘
）
這
。
。
一
）
。
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
が
提
示
す
る
こ
の
機
能
的
フ
レ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
局
の
編
集
方
針
か
ら

生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
外
国
ニ
ュ
ー
ス
の
選
択
基
準
が
国
内
問
題
と
ど
れ
ほ
ど
近
接
性
を
持
っ
て
い
る
か
に
置
か
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
と
、
新
鮮
な
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
の
価
値
を
決

定
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
例
え
ば
寄
富
詳
罫
野
響
ダ
、
ミ
＆
§
』
強
9
凄
≧
§
。
・
9
琶
肺
ぎ
b
コ
ま
鼠
。
簑
き
ミ
蓉
N
黄
鴇
あ
る
い
は
臣
壽
鼠

脳
塁
喜
器
旦
≧
§
。
。
》
§
≧
§
調
ミ
辞
2
薯
ぎ
昂
寄
＆
§
国
・
房
①
」
S
ω
）
．
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
八
○
年
代
初
め
に
か

け
て
行
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
調
査
で
は
、
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ブ
ニ
ソ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
中
に
占
め
る
外
国
ニ
ュ
ー
ス
の
割
合
は
、
決

し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
が
着
実
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
例
え
ば
≦
旨
餌
目
ρ
＞
鼠
塞
①
辞
『
。
§
睦
§

q
。
§
＆
恥
。
、
h
§
ミ
蓉
§
蓉
N
卜
黛
ミ
。
・
一
乞
。
著
。
＆
一
z
霜
魯
蓉
ざ
ト
び
一
Φ
図
害
g
畳
茜
一
。
。。
⑬
）
．

　
こ
の
傾
向
を
、
よ
り
経
験
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
一
九
七
二
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
時
系
列
で
検
証
し
よ
う
と
し
た
」
・

ウ
ィ
τ
バ
ー
ら
の
研
究
が
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、
外
国
発
ニ
ュ
ー
ス
の
年
毎
の
量
的
増
減
が
ど
の
様
な
理
由
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
と
、
外
国
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
地
と
内
容
に
特
別
な
傾
向
的
変
化
が
指
摘
で
き
る
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
一
〇

年
間
に
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ブ
ニ
ソ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
は
外
国
発
ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
を
増
加
さ
せ
た
と
言
う
は
っ
き
り
し
た
変
化
を
示

し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
年
別
で
み
る
と
、
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も
同
じ
傾
向
を
持
っ
て
増
減
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら

イ
ブ
ニ
ソ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
の
外
国
発
ニ
ュ
ー
ス
に
振
り
向
け
た
時
間
枠
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
発
信
地
と

内
容
に
関
し
て
言
え
ば
、
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外
国
発
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
が
ら
み
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
九
七
二
年
か
ら
七
六
年
ま
で
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
一
九
七
六
年
か
ら
八
一

年
ま
で
は
イ
ラ
ソ
か
ら
の
人
質
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
中
東
和
平
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
．
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
場
合
、
13
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ど
う
し
て
も
時
問
枠
と
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
の
大
ぎ
さ
が
ニ
ュ
ー
ス
の
選
択
に
大
き
く
左
右
し
て
く
る
と
同
時
に
、
外
国
発
ニ
ュ
ー
ス
は

国
内
で
ど
の
様
に
重
大
な
事
件
が
起
き
た
か
に
左
右
さ
れ
る
（
を
窃
ω
中
≦
①
奨
8
Q
ぼ
響
。
9
霞
』
勺
＆
霞
即
呂
蜜
卑
夷
貰
①
貫
寧
国
奉
β

、
．
評
ぎ
豪
冒
閂
。
鼠
讐
z
霧
。
。
Q
。
＜
器
鮫
Φ
8
q
φ
乞
①
耳
。
詩
円
＜
”
ト
一
。
山
§
卜
邑
琶
ψ
．
．
』
§
§
§
。
・
§
§
ミ
ミ
ミ
亭
ω
困
－
ω
。
ω
し
。
。。
“
）
．

　
映
像
の
内
容
分
析
が
手
法
的
に
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
は
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
性
よ
り
も
速
報
性

や
映
像
提
示
に
意
義
が
あ
る
と
す
る
伝
統
的
な
考
え
か
た
が
広
く
存
在
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
新
聞
に
比
べ
て
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
分
析

は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
も
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
分
析
手
法
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
試
み

が
勢
力
的
に
な
さ
れ
て
い
る
．
た
と
え
ば
、
鶴
木
眞
、
野
崎
茂
、
伊
豫
田
康
弘
、
藤
田
真
文
、
小
池
保
夫
ら
に
よ
る
「
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

の
映
像
表
現
」
研
究
会
、
上
滝
徹
也
や
田
村
穰
生
ら
に
よ
る
「
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ろ
ハ
リ
ュ
ー
」
研
究
会
の
諸
成
果
な
ど
が
、
日
本
新
聞

学
会
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
小
島
美
意
子
、
白
水
繁
彦
ら
に
よ
る
「
日
米
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
比
較
」
も
一
九
七
四
年
と
一
九
八

四
年
の
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
『
高
千
穂
論
叢
』
昭
和
六
二
年
度
ω
、
二
一
五
⊥
三
九
頁
）
。

W
　
マ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
新
た
な
展
開

14

　
国
際
ニ
ュ
ー
ス
が
人
々
に
与
え
る
影
響
に
付
い
て
研
究
の
蓄
積
は
あ
ま
り
な
い
．
さ
ら
に
、
こ
の
種
の
先
行
研
究
は
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
影
響
の
心
理
的
分
析
よ
り
も
社
会
学
的
分
析
が
主
流
を
な
し
た
。
そ
れ
ら
は
様
々
な
社
会
集
団
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
に
付
い
て

の
知
識
度
を
調
べ
た
り
、
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
接
触
と
知
識
度
を
調
べ
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
仮
説
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
人
々
の
認
知
的
側
面
に
直
接
影
響
を
与
え
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
西
欧
先
進
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
姿
勢
が
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
人
々
の
態
度
の
認
知
的
側
面
に
メ
デ
ィ
ア
が
直
接
的
に
大
ぎ
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
う
こ
の
仮
説
「
メ
デ
ィ
ア
依
存

仮
説
」
は
、
人
々
が
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
代
わ
っ
て
、
よ
り
直
接
的
に
個
人
的
体
験
を
し
た
場
合
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
減
少
す
る
と
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言
う
こ
と
も
含
意
さ
れ
て
い
た
（
留
民
挙
』
ω
当
出
鼻
＄
魯
彗
α
竃
①
三
づ
い
U
＆
Φ
弩
り
、
．
｝
U
ε
①
邑
曾
蔓
竃
。
量
9
蜜
霧
の
冒
。
象
勲
国
験
。
黄
．
．

9
§
§
§
蔚
。
ミ
帆
§
鵠
§
ミ
匙
一
G
。
”
ω
山
ど
』
．
導
揖
曼
」
O
お
）
。

　
従
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
し
な
い
国
際
ニ
ュ
ー
ス
や
国
際
知
識
は
、
例
え
ば
学
校
教
育
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
が
、
し
か
し
ア
メ
リ

カ
の
学
校
教
育
に
お
い
て
も
先
進
国
に
付
い
て
の
知
識
が
偏
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
先
進

国
と
第
三
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
量
に
差
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
米
国
民
の
国
際
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
際
、
た
と
え
あ
る
時
期
に
先
進
国
の
報
道
量
が
第
三
世
界
に
付
い
て
の
報
道
量
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
米
国
民
に
対
し
て
与
え
る
先
進
国
へ
の
認
知
的
情
報
（
知
識
）
に
不
正
確
性
を
も
た
ら
す
危
険
は
、
逆
の
場
合
に
第
三
世
界
へ
の

認
知
的
情
報
（
知
識
）
に
不
正
確
性
を
も
た
ら
す
場
合
よ
り
ず
っ
と
少
な
い
の
で
あ
る
。

　
ー
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
効
果

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
国
際
ニ
ュ
ー
ス
や
外
国
記
事
が
人
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
考
え
る
上
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
近
年
に
み
ら
れ
る
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
新
し
い
展
開
で
あ
る
．
一
九
四
〇
年
代
以
来
、
一
九
六
〇
年

代
ま
で
続
い
た
ア
メ
リ
カ
の
経
験
的
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
は
、
「
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
効
果
研
究
の
主
題
と

し
て
き
た
。
こ
れ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
「
受
け
手
（
読
者
、
視
聴
者
）
」
の
意
見
や
態
度
を
「
送
り
手
」
の
意
図
ど
お
り
に
変
え
た
か
を
測

定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
立
つ
と
、
結
論
的
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い

「
あ
る
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
あ
る
種
の
状
況
の
も
と
で
あ
る
種
の
人
々
に
対
し
、
あ
る
種
の
効
果
を
持
つ
」
と
い
う
一
般
化

し
か
で
き
な
く
な
り
、
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
限
定
効
果
論
」
に
行
き
着
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
．
す
な
わ
ち
、
説
得
的
な
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
一
般
に
受
け
手
が
持
つ
既
存
の
意
見
を
変
え
る
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な
意
見
を
強
化
す
る
の
で
あ
り
、
受
け
手
が
既
存
の

意
見
を
持
た
な
い
よ
う
な
問
題
や
交
差
圧
力
（
§
器
胃
婁
貫
①
）
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
説
得
的
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

言
い
替
え
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
既
存
の
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
次
に
、
潜
在
的
な
立
場
を
顕
在
化
す
る
こ
と

15
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が
多
く
、
既
存
、
ま
た
は
、
潜
在
的
な
立
場
を
変
え
た
り
、
逆
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
（
す
な
わ
ち
改
変
す
る
こ
と
）
が
最
も
少
な
い
よ
う

だ
（
『
§
喜
困
碧
b
聲
『
ぎ
曇
亀
融
。
、
歳
§
q
§
§
§
§
§
葬
宰
8
ギ
霧
し
。
①
。
）
．

　
し
か
し
人
々
は
、
あ
る
問
題
に
付
い
て
既
存
の
意
見
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
そ
の
問
題
に
付
い
て
の
事
実
認
識
や
解
釈

に
際
し
て
、
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
情
報
や
自
分
が
信
じ
た
く
な
い
事
実
か
ら
「
身
を
守
る
」
こ
と
を
す
る
（
国
身
鶏
q
｝
誓
号

目
導
9
塾
矯
b
§
喚
慧
喚
ミ
ざ
§
曽
§
ミ
§
量
§
ま
R
義
掬
§
ミ
罫
警
竈
襲
＆
奉
＞
暮
陣
む
Φ
ま
㎏
目
彗
一
3
竃
謎
き
9
ω
ゴ
a
更
曇
ダ
一
3
0
。
）
。
こ

の
「
身
を
守
る
」
傾
向
を
「
先
有
傾
向
」
（
肩
＆
8
。
鋒
言
）
と
呼
び
、
人
々
の
情
報
へ
の
接
触
は
「
選
択
的
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
従
っ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
説
得
的
効
果
を
持
つ
の
は
、
受
け
手
の
持
っ
て
い
る
現
在
の
態
度
を
利
用
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
態
度
や
価
値
を
支
持
す
る
、
簡
単
か
つ
有
効
な
一
連
の
行
為
を
示
唆
す
る
事
実
を
、
明
瞭
に
あ
る
い
は
暗
に
示
す
場
合
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
（
即
亀
馨
呂
卜
切
器
霞
弩
q
≧
凶
8
目
評
き
吋
．
、
．
＞
ヨ
＆
郵
冒
毯
警
畠
蔓
き
α
竃
器
㎝
冨
。
島
勲
、
、
き
ミ
蓉
胸
。
、
o
Q
§
巳
訣
撃
舞
墨

一
〇
。
O
）
。

　
以
上
述
べ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
限
定
効
果
論
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
に
関
す
る
世
間
一
般
の
認
識
と
、
ど
こ
か
感
覚
的
に
ズ
レ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
老
や
社
会
心
理
学
者
た
ち
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た

「
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
論
」
の
克
服
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
！
シ
ョ
ソ
の
効
果
論
を
説
得
的
側
面
（
態
度
を

変
え
さ
せ
る
と
言
う
側
面
）
だ
け
に
限
定
せ
ず
に
、
広
く
人
々
が
情
報
を
獲
得
す
る
側
面
（
知
識
を
得
る
と
か
学
習
す
る
と
か
問
題
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
な
ど
の
側
面
）
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
言
う
結
論
に
達
し
た
．

　
こ
の
主
張
が
最
も
よ
く
現
れ
た
研
究
が
M
・
マ
ッ
コ
ー
ム
ス
と
D
・
シ
ョ
ウ
に
よ
る
「
争
点
設
定
仮
説
》
鴨
且
甲
器
9
一
罐
国
巻
。
夢
①
器
」

で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
人
々
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
そ
の
時
々
の
社
会
的
、
政
治
的
、
文
化
的
問
題
を
知
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
が
ど
の
程
度
重
要
で
あ
る
か
を
メ
デ
ィ
ア
の
取
り
上
げ
方
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
選
挙
期
間
中
の
争
点
設
定
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
行
う
の
で
あ
る
と
彼
ら
は
主
張
し
た
（
竃
跨
§
国
●
旨
O
§
蕃
餌
呂
U
薯
箆
い
あ
富
ヨ
．
．
穿
Φ
＞
鴨
呂
碧
の
Φ
葺
凝
団
茸
＆
9
9

16
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冒
器
田
竃
＆
ダ
．
．
、
＆
§
O
鼠
蕊
§
O
§
註
ミ
ミ
o
。
9
嵩
？
嵩
o
。
」
O
認
’
同
著
者
に
よ
る
．
、
幹
霊
。
9
二
鼠
夢
①
、
q
臣
Φ
象
国
琴
マ
書
ヨ
①
導
、
一
．
、
き
ミ
§
N

o
、
q
o
§
§
§
蔚
。
9
軌
§
u
の
胃
営
o
q
”
一
〇〇
ー
旨
り
一
S
①
）
。

　
争
点
設
定
仮
説
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
投
票
行
動
分
析
に
お
い
て
、
今
目
大
き
な
力
を
持
ち
つ
つ
あ
る
．
そ
の
基
本
的
立
場
は
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
、
か
つ
て
の
説
得
的
効
果
論
が
立
脚
し
た
受
け
手
の
意
見
態
度
の
変
化
に
対
し
て
で
な
く
、
受
け
手
の
事
実
認

知
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
受
け
手
に
ど
う
考
え
る
か
≦
げ
暮
8
9
ぎ
犀

の
点
で
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
く
何
に
付
い
て
考
え
る
か
毛
ゲ
彗
ε
爵
一
爵
善
。
暮
の
点
で
影
響
を
与
え
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
2
　
広
告
代
理
店
を
用
い
た
ト
鵯
包
㌣
器
詳
『
α
q
に
よ
る
、
外
国
に
お
け
る
自
国
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

　
卜
騎
窪
量
出
①
9
営
咳
争
点
設
定
）
仮
説
の
弱
点
の
一
つ
は
、
夷
雪
鼠
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
争
点
設
定
の
仕
方
に
付
い
て
も
人
々
に
直
接
働
き
か
け
る
場
合
と
、
政
党
や
政
策
決
定
者
に
働
き
か
け
る
場
合
と
が
あ
ろ
う
．

さ
ら
に
争
点
の
内
容
も
、
有
権
者
個
々
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
か
、
集
団
別
に
な
っ
た
有
権
者
を
タ
ー
ゲ
ヅ
ト
に
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
政
党
や
圧
力
団
体
や
行
政
府
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
か
に
よ
り
当
然
異
な
る
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
ら
の
点
に
留
意
し
て
、
外

国
に
お
け
る
自
国
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
争
点
設
定
機
能
が
ど
の
様
に
役
立
つ
か
を
考
察
し
た
も
の
に
、
」
・
マ
ン
ハ
イ

ム
と
R
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
ン
の
研
究
が
あ
る
．

　
彼
ら
は
、
轟
①
包
鱒
を
目
a
壁
品
窪
鼠
と
窟
菖
。
謎
Φ
＆
即
と
℃
＆
2
品
窪
富
に
わ
け
、
そ
れ
ら
の
間
の
相
互
関
係
を
考
察
し
、
互

い
の
影
響
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
（
図
－
）
。
す
な
わ
ち
b
＆
β
品
窪
量
と
は
、
政
策
決
定
を
思
考
し
、
特
定
化
さ
れ
た
詳

細
な
内
容
を
持
ち
、
直
接
確
認
で
き
る
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
．
2
三
ざ
譜
9
鼠
は
、
よ
り
曖
昧
で
象
徴
的
な
性
格
を
持
ち
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
誰
か
に
よ
り
加
工
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
。
ヨ
a
宣
品
窪
鼠
は
、
説
明
的
で
商
品
的
性
格
を
持
ち
（
な
る
べ
く
多
く
の

受
け
手
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
な
ど
）
、
記
者
た
ち
が
直
接
体
験
し
た
情
報
と
加
工
さ
れ
た
情
報
を
再
加
工
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
ら

は
こ
の
品
窪
鼠
密
葺
夷
の
関
係
の
中
に
、
外
国
政
府
が
自
国
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
に
広
告
代
理
店
（
マ
ッ
キ
ャ
ン
．
エ
リ
ク
ソ
ン
な
ど
）
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　　（ロビー活動等）

を
っ
か
っ
て
．
蟹
亀
貯
品
窪
鼠
に
計
画
的

に
働
き
か
け
た
場
合
、
ど
の
様
な
影
響
を

讐
匡
ざ
轟
象
鼠
と
宕
一
一
畠
轟
窪
盆
に
及

ぽ
す
か
を
調
ぺ
た
（
図
2
）
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
般
の
人
々
は
、
特

に
外
国
関
連
ニ
ュ
ー
ス
に
付
い
て
、
圧
倒
的

に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
に
依
存
し
て

お
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
る
こ
と

は
冨
げ
一
一
。
夷
雪
審
に
大
ぎ
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
外
国
に
関
す
る
報
道
に

あ
ま
り
人
員
を
振
り
向
け
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
部
門
へ
の
外
部
か
ら
の
情
報
提
供
は
、

ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
操
作
し
得
る

可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
行
政

府
に
い
る
人
々
に
し
て
も
、
外
国
情
報
の
収

18

集
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
度
合
も
決
し
て
低
く
な
い
．
外
国
政
府
は
直
接
ア
メ
リ
カ
社
会
内
の
濃
魯
鼠
密
葺
お
過
程

に
参
加
で
き
な
い
も
の
の
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
と
え
ば
い
。
＜
あ
濃
鼻

謁
§
。
蕊
塁
。
。
9
琶
O
§
。
愛
G
。
、
簿
。
O
鳶
§
費
§
軋
§
§
織
勺
。
§
蕊
。
、
≧
§
。
。
§
9
ミ
き
堕
富
邑
甚
σ
。
戸
U
飼
ρ
寓
＄
け
F
一
〇
お
）
。



　
マ
ン
ハ
イ
ム
ら
は
、
国
家
イ
メ
ー
ジ
を
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
国
に
付
い
て
報
道
す
る
頻
度
に
依
存
し
た
可
視
性
（
＜
憲
げ
臣
蔓
）
の
軸

と
、
報
道
内
容
が
好
意
的
か
非
好
意
的
か
の
誘
意
性
（
奉
一
窪
8
）
の
軸
と
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
四
面
に
分
け
（
図
3
）
、
広
告
代
理
店
に
よ

る
計
画
的
な
働
き
か
け
は
、
面
1
か
ら
面
4
へ
向
か
う
矢
印
の
動
き
に
沿
っ
て
当
該
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
た
と
き
に
成
功
し
た
と
考

え
ら
れ
る
と
し
た
。
彼
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
に
よ
り
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ソ

ド
ネ
シ
ア
、
ロ
ー
デ
シ
ア
の
取
り
上
げ
方
が
、
こ
れ
ら
の
国
が
ア
メ
リ
カ
の
広
告
代
理
店
と
契
約
を
結
ぶ
前
と
後
で
ど
の
様
に
異
な
っ
た

国際コミュニケーションの環境変化と，英・米高級紙の日本関連記事
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か
を
比
較
し
た
。
ま
た
メ
キ
シ
コ
に
関
し
て
は
、
広
告
代
理
店
と
の
契
約
を
打
ち
切
っ
た
前
後
の
期
間
を
比
較
し
た
。
調
査
結
果
は
図
4

に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

　
調
査
結
果
は
、
非
好
意
的
評
価
を
受
け
て
い
る
外
国
政
府
に
と
っ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
る
自
国
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
の
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
国
内
の
広
告
代
理
店
を
使
っ
て
な
ん
ら
か
の
仕
掛
を
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

「
投
影
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
（
胃
。
誉
ひ
亀
ぎ
品
①
）
」
と
人
々
の
間
の
「
認
知
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
（
冨
琴
①
貯
亀
ぎ
轟
①
）
」
の
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

人
々
の
「
認
知
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
」
と
政
策
争
点
や
政
策
そ
の
も
の
と
の
つ
な
が
り
の
存
在
が
こ
の
争
点
設
定
の
一
連
の
研
究
成
果
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
は
、
世
論
形
成
に
影
響
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
（
鼠
3
一
ω
●
竃
導
ぎ
ぎ
導
α
閃
。
冨
詳
中
≧
耳
§
。
P
、
、
O
ゲ
導
o
q
冒
α
Q
Z
彗
一
自
鈴
H
目
夷
窪
”
冒
σ
Φ
冨
暮
一
9
亀
℃
昌
一
ざ
寄
蜀
ぎ
づ
。
巳

”
民
鼠
a
置
＞
範
Φ
＆
”
の
①
葺
鑛
り
．
、
臼
ぎ
』
§
。
試
。
§
、
§
§
巳
警
蔚
§
。
霜
ミ
画
§
堕
＜
。
一
．
刈
o。
」
O
o。
ω
）
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
を
、
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
側
面
に
だ
け
限
定
せ
ず
に
、
よ
り
広
く
考
え
る
こ
と
が
今
日
の
マ
ス
コ

、
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
論
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
リ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
受
け
手
で
あ
る
人
間
の
心
理
構
造
を
、
認
知
的
（
8
讐
三
ぎ
）
、

情
緒
的
（
島
①
。
馨
⑦
）
、
評
価
的
（
①
奏
一
壼
彗
①
）
、
行
動
的
（
び
Φ
富
ぎ
邑
）
な
局
面
に
分
け
て
考
え
た
と
き
、
認
知
的
側
面
と
は
情
報
や
知
識
の

蓄
積
で
あ
り
、
情
緒
的
側
面
と
は
不
安
、
不
満
、
好
き
嫌
い
な
ど
で
あ
り
、
評
価
的
側
面
と
は
正
誤
や
良
悪
な
ど
な
ん
ら
か
の
判
断
で
あ

り
、
行
動
的
側
面
と
は
、
意
見
や
態
度
の
改
変
や
問
題
解
決
に
向
け
て
具
体
的
な
行
為
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
受

け
手
に
与
え
る
影
響
は
、
必
ず
し
も
行
動
的
側
面
で
み
ら
れ
な
く
と
も
（
す
ち
な
わ
説
得
的
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場
合
で
も
）
、
認
知
的
側
面
や

情
緒
的
側
面
や
評
価
的
側
面
に
大
き
く
及
ん
で
い
る
こ
と
も
、
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
争
点
設
定
の
仮
説
は
し
た
が
っ
て
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
及
ぽ
す
受
け
手
の
認
知
的
側
面
へ
の
影
響
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
と
、
一
九
六
〇
年
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
限
定
効
果
論
に
代
わ
り
、
や
は
リ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
は
強
大

で
あ
っ
た
の
だ
と
言
う
認
識
が
復
活
し
て
き
た
。
そ
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
受
け
手
と
社
会
シ
ス
テ
ム
と
い
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　　　　　　　　O　に　　　　　　　　　　　　　　　図　5

Media　system
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Societal　systems
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Audiences
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Effects

CO911itive

affectlve

behavloura

に
現
れ
た
日
本
の
記
事
の
当
該
国
社
会
に
与
え
る
影
響
力
を
考
え
る
と
、

（
あ
る
い
は
将
来
）
の
当
該
国
社
会
で
持
た
れ
て
い
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

V

う
広
い
状
況
の
中
で
考
え
る
べ
き
だ
と
言
う
理
論
的
立
場
が
一
般
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
（
例
え
ば
の
』
龍
出
爵
＄
魯
⑳
＆

冒
・
U
＆
Φ
ξ
一
、
．
＞
U
①
冨
且
窪
昌
冒
＆
①
一
。
団
竃
器
ω
竃
①
島
鈴
国
瀞
9
鉾
．
、
q
§
－

§
§
蔑
。
ミ
帖
§
寒
。
。
ミ
§
鳶
ρ
ω
山
ど
一
〇
蕊
●
図
α
）
。

　
さ
ら
に
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
説
得
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ

論
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
直
ち

に
現
れ
る
も
の
だ
け
と
は
み
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
仮
眠
的

効
果
（
馨
8
霞
＆
。
色
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
時
問
が
立
つ
と
人
々

は
メ
デ
ィ
ア
が
提
供
し
た
事
実
的
情
報
を
徐
々
に
忘
れ
て
し
ま
う
が
、

評
価
的
な
情
報
に
付
い
て
は
、
先
有
傾
向
の
変
化
や
後
の
経
験
が
そ

の
情
報
を
支
持
し
た
場
合
に
突
如
そ
の
情
報
に
「
説
得
」
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
「
説
得
」
さ
れ
る
度
合
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
な
目
で
外
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

　
　
過
去
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
が
、
現
在

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
内
容
分
析
の
試
み

　
こ
の
よ
う
な
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
的
変
化
と
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
の
新
た
な
展
開
の
中
で
、
は
た
し
て

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
要
素
に
よ
り
成
り
立
た
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
現
わ
れ
た
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
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に
関
す
る
研
究
は
、
多
く
の
日
本
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
ぎ
た
。
し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
研
究
は
、
調
査
対
象
を
一
つ
の
国
に
限
定

す
る
か
、
調
査
期
間
を
ご
く
限
ら
れ
た
期
間
に
限
定
す
る
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
調
査
の
ほ
と
ん
ど
が
、
内
容
分

析
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
た
め
に
制
約
条
件
が
大
き
す
ぎ
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
網
羅
的
な
分
析
や
国
際
比
較
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
．

　
そ
こ
で
本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
従
来
の
研
究
の
欠
陥
を
補
い
、
さ
ら
に
以
後
の
研
究
の
、
よ
り
詳
細
な
分
析
枠
組
み

作
成
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
一
九
八
一
年
一
月
一
日
か
ら
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
五
日
ま
で
過
去
七
年
間
の
タ
イ
ム
ス
（
イ
ギ
リ

ス
）
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
！
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
ア
メ
リ
カ
）
、
サ
ウ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
（
香
港
）
の
「
日
本
」
関
連

記
事
の
見
出
し
を
デ
！
タ
ベ
ー
ス
円
国
図
目
禺
乞
国
か
ら
国
際
電
話
回
線
を
通
し
て
取
得
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
内
容
分
析
を

試
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
ー
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
内
容
分
析
の
手
法

　
調
査
手
法
の
一
つ
と
し
て
内
容
分
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
世
紀
の
初
め
で
あ
る
。
し
か
し
調
査
手
法
と
し
て
確
立
さ

れ
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
で
あ
り
、
こ
の
期
間
に
社
会
学
や
歴
史
学
や
政
治
学
の
中
で
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
政
治
学
に
お
い
て
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
と
そ
の
期
間
中
に
政
治
宣
伝
が
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
た

め
に
、
内
容
分
析
は
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
た
。
こ
の
時
期
に
内
容
分
析
は
統
計
学
と
の
結
び
付
ぎ
を
深
め
た
。
政
治
宣
伝
の
研
究
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
豆
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル
（
国
導
。
匡
審
署
亀
）
の
業
績
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
特
に
、
客
宝
ぎ
㌍
尋
吋
鑑
ま
き
』
冨

O
。
匡
器
戸
｝
O
影
ざ
一
・
r
影
琴
の
い
》
国
碧
宣
戸
q
囚
碧
蜀
ダ
＞
。
冒
ヨ
貫
H
U
。
の
。
宣
勺
8
一
吻
ψ
属
築
。
募
8
と
の
共
著
で
あ
る
『
ぎ
b
§
喚
§
鷺

亀
ぎ
§
魯
。
。
％
曽
ミ
蕊
き
O
§
§
§
9
§
い
硫
§
§
§
。
。
｝
0
8
夷
o
幹
Φ
≦
貰
“
乞
。
ミ
吋
o
蒔
し
。
お
）
は
政
治
学
の
著
書
と
し
て
も
、
ま
た
内
容
分
析
の
著

書
と
し
て
も
古
典
と
な
っ
て
い
る
）
。

　
一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
内
容
分
析
の
手
法
を
利
用
す
る
学
問
領
域
は
一
層
広
が
り
、
民
族
学
、
精
神
分
析
学
、
言
語
学
な
ど
に
も

持
ち
込
ま
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
社
会
調
査
の
中
で
、
特
に
オ
ー
プ
ン
・
エ
ン
ド
の
質
問
紙
調
査
で
大
い
に
利
用
さ
れ
る
と
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同
時
に
、
R
・
ノ
ー
ス
（
零
ρ
Z
§
げ
）
や
0
・
ホ
ル
ス
テ
ィ
（
ρ
界
頃
。
一
畳
）
や
B
・
コ
ル
ビ
ー
（
ω
●
く
。
Q
。
一
耳
）
ら
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
用
い
た
内
容
分
析
の
手
法
が
開
発
さ
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
る
手
法
は
内
容
分
析
の
た
め
の
辞
書
の
開
発
に
よ
り
、
大
き

く
前
進
し
た
の
で
あ
る
（
℃
郵
幹
8
9
U
6
●
U
琶
嘗
ざ
罫
の
あ
且
芸
9
＆
U
．
客
●
○
豊
く
す
§
鳴
Q
§
ミ
＆
、
ミ
§
ま
芝
』
q
§
憾
ミ
ミ
』
宰

ミ
§
ぴ
言
q
§
馬
§
肺
卜
竃
胸
竃
。
。
き
§
切
簿
ミ
画
ミ
匙
曽
＆
§
聲
罫
一
8
β
写
①
聲
9
喜
二
凝
①
し
8
。
）
．

　
計
量
化
の
方
向
に
大
ぎ
く
傾
斜
し
た
ア
メ
リ
カ
の
内
容
分
析
の
手
法
、
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
手
法
に
対
し
、
ヨ
ー
冒
ッ
パ

の
学
者
を
中
心
に
質
の
評
価
の
欠
如
が
あ
る
と
言
う
批
判
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
こ
の
批
判
は
、
ア
メ
リ
カ
的
手
法
を
全
面
的
に

否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
内
容
分
析
に
お
け
る
量
的
把
握
の
側
面
と
質
的
把
握
の
側
面
を
い
か
に
し
た
ら
両
立
で
き
る
か
と
言
う
問
題
意

識
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
堅
二
卑
民
寄
の
聲
鷺
窪
。
曾
』
＆
§
§
き
9
ミ
恥
§
』
ま
曹
貴
の
品
9
田
ぎ
吋
マ
田
一
量
這
。
。
一
）
。
し
か

し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
学
者
も
内
容
分
析
の
量
的
把
握
の
限
界
に
付
い
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
例
え
ば
9
①
閃
出
。
一
ω
芦

q
§
思
§
＞
蓉
曹
軌
。
。
誉
壕
軸
ぎ
硫
8
§
の
暑
§
㊦
。
。
9
＆
頃
§
§
§
§
3
＞
琶
ぎ
苧
ミ
Φ
¢
一
①
ざ
客
器
鶏
魯
垢
①
9
・
」
8
0
）
。

　
2
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
内
容
分
析

　
手
作
業
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
付
き
ま
と
う
問
題
の
い
く
つ
か
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
で
解
決
す
る
が
、
繰
り
返
し
行
う

ル
ー
テ
ィ
ー
ソ
化
し
た
作
業
が
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
適
し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
ま
た
調
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
向
か
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
適
し
て
い
る
調
査
は
、
ま
ず
第
一
に
分
析
の
単
位
が
特
定
の
言
葉
や
シ
ソ
ボ
ル
で
あ
り
、
そ
の
頻
度
に
基
づ
い
て

推
論
を
立
て
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
威
力
を
発
揮
す
る
例
と
し
て
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
分
析
方
法
が
複
雑

で
、
多
数
の
変
数
を
一
度
に
使
え
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
文
章
や
節
な
ど
一
定
の
記
述
の
単
位
に
二
つ
以
上
の
概
念
が
同
時

に
出
現
す
る
か
ど
う
か
に
基
づ
い
て
推
論
を
立
て
る
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ア
ナ
リ
シ
ス
も
、
人
間
の
判
断
に
頼
る
よ
リ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
た
方
が
ず
っ
と
信
頼
性
の
あ
る
結
果
が
得
ら
れ
る
．
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第
三
に
、
調
査
に
多
種
類
の
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
と
き
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
え
ば
何
ヵ
月
も
か
か
る
よ
う
な
作
業
を
短
期
間
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
．

　
第
四
に
、
同
じ
デ
ー
タ
を
一
つ
で
な
く
一
連
の
調
査
で
使
う
と
き
、
最
初
に
デ
ー
タ
を
準
備
す
れ
ば
他
の
調
査
に
も
応
用
で
き
る
の
で
、

手
作
業
で
行
う
よ
り
全
体
と
し
て
経
費
を
大
幅
に
節
約
で
き
る
．
デ
ー
タ
が
基
本
的
な
文
書
で
あ
る
と
き
は
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理

が
便
利
で
あ
る
。

　
一
方
、
手
作
業
の
方
が
適
し
て
い
る
調
査
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
．

　
第
一
に
、
専
門
的
な
文
書
を
一
度
分
析
す
れ
ば
十
分
な
場
合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
か
え
っ
て
高
く
つ
く
。
変
数
を
出
す
の
に
す
で
に

あ
る
「
辞
書
」
が
使
え
ず
、
新
た
に
「
辞
書
」
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
も
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
。

　
第
二
に
、
デ
ー
タ
の
量
が
多
く
て
も
、
各
文
書
か
ら
使
う
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
と
き
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
分
析
は
実
際
的
で
な
い
。

　
第
三
に
、
面
積
あ
る
い
は
時
系
列
的
測
定
が
必
要
な
と
き
、
物
差
し
な
ど
簡
単
な
道
具
で
十
分
な
こ
と
が
あ
る
．
た
だ
し
最
終
的
な
集

計
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
役
立
つ
場
合
も
多
い
。

　
第
四
に
、
主
題
を
分
析
す
る
場
合
．
主
題
を
抽
出
す
る
に
は
特
定
の
言
葉
が
出
て
く
る
か
、
あ
る
い
は
特
定
の
言
葉
が
複
数
同
時
に
出

て
く
る
か
否
か
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
言
葉
の
間
の
関
係
を
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
特
定
の
言
葉
が
出
現
す
る
主
題
を

す
べ
て
検
索
し
て
プ
リ
ソ
ト
ア
ウ
ト
し
、
そ
れ
を
手
作
業
で
分
類
す
る
と
い
う
手
も
あ
る
．
例
え
ば
中
国
及
び
ソ
連
が
核
戦
争
に
つ
い
て

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
を
、
核
戦
争
の
原
因
、
持
続
期
間
、
通
常
兵
器
の
役
割
、
破
壊
の
規
模
、
長
期
的
な
政
治
的
影
響
な
ど
を
通
じ

て
分
析
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
「
核
戦
争
」
あ
る
い
は
そ
の
同
意
語
が
含
ま
れ
る
文
章
を
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
検
索
し
そ
れ
を
手

作
業
で
分
類
す
る
方
法
が
実
際
的
で
あ
る
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
内
容
分
析
は
、
次
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
言
葉
の
頻
度
を
数
え
る
分
析
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
調
査
者
の
準
拠
枠
や
仮
定
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
辞
書
に
照
ら
し
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合
わ
せ
て
自
動
的
に
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
方
法
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ソ
グ
さ
れ
た
文
書
は
必
要
に
応
じ
て
、
操
作
さ
れ
、
分
類
さ
れ
、
記

録
さ
れ
、
検
索
さ
れ
る
。

　
内
容
分
析
で
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
方
法
の
一
つ
は
言
葉
あ
る
い
は
シ
ン
ボ
ル
の
頻
度
測
定
で
あ
る
．
主
題
分
析
な
ど
に
比
べ
る
と
比
較

的
単
純
な
分
析
で
は
あ
る
が
、
個
人
の
判
断
で
行
っ
た
場
合
信
頼
性
に
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
政
治
的
な
シ
ン
ボ
ル
を
扱
っ
た
調
査
で

も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
分
類
の
数
が
多
い
と
き
、
そ
の
定
義
を
細
か
く
明
確
に
し
た
と
し
て
も
、
信
頼
性
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
最
適
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
前
も
っ
て
重
要
と
推

測
さ
れ
る
シ
ン
ボ
ル
だ
け
で
な
く
全
て
の
シ
ン
ボ
ル
を
検
索
す
る
の
で
、
研
究
を
企
画
し
た
段
階
で
は
思
い
付
き
も
し
な
か
っ
た
重
要
な

シ
ソ
ボ
ル
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
方
法
が
よ
く
使
わ
れ
た
分
析
に
精
神
療
法
に
お
け
る
患
者
の
発
言
の
分
析
が
あ
る
．
発
言
の
内
容
が
時
間
的
に
、
状
況
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
相
手
に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
か
を
分
析
す
る
た
め
に
特
定
の
辞
書
が
プ
・
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
．
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の

中
で
も
最
も
複
雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
の
が
W
O
R
D
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
プ
・
グ
ラ
ム
で
あ
る
（
例
え
ば
客
一
●

国
ゆ
暑
亀
”
呂
頃
．
℃
」
ざ
ぴ
、
．
0
9
。
。
馨
①
O
。
暮
①
暮
＞
霧
一
器
富
g
評
饗
ぎ
夢
霞
”
ξ
ξ
○
。
暮
暮
⑦
吋
、
、
‘
ヨ
溶
円
邑
①
ぎ
。
臼
‘
b
＆
9
鯨
心
ミ
。
・
蓑
§

9
＆
等
8
霧
ぎ
Q
き
望
＆
遷
9
＆
寒
§
9
糞
℃
霞
撃
目
自
写
①
器
乞
霜
ぎ
詩
も
b
」
ω
マ
ま
一
」
8
①
な
ど
）
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
元
の
素

材
が
次
の
五
段
階
で
整
理
さ
れ
る
。

　
　
ω
　
冠
詞
、
前
置
詞
、
接
続
詞
を
除
く
。

　
　
ω
　
文
脈
か
ら
取
り
出
す
と
意
味
を
持
た
な
い
言
葉
を
除
く
。

　
　
⑥
　
特
定
の
組
合
せ
や
文
法
に
よ
り
一
部
の
言
葉
を
除
く
（
同
じ
言
葉
で
も
形
容
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
場
合
は
入
れ
る
が
名
詞
と
し

　
　
　
て
使
わ
れ
た
と
き
は
除
く
な
ど
）
。

　
　
㈲
　
一
つ
の
言
葉
か
ら
派
生
し
た
言
葉
（
過
去
形
、
複
数
形
、
名
詞
形
な
ど
）
を
基
と
な
っ
て
い
る
言
葉
に
ま
と
め
る
。
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⑥
　
残
る
言
葉
の
頻
度
を
数
え
る
．
最
も
頻
度
の
高
い
一
二
五
語
は
他
の
全
て
の
言
葉
と
の
相
関
関
係
を
と
り
、
そ
の
結
果
を
因
子

　
　
　
分
析
す
る
。

　
ま
た
文
学
作
品
の
分
析
に
は
、
同
じ
語
根
の
言
葉
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
頻
度
を
数
え
る
よ
う
な
プ
・
グ
ラ
ム
や
頻
度
の
多
い
言
葉
を

出
典
名
及
び
ぺ
ー
ジ
数
と
共
に
プ
リ
ン
ト
ア
ゥ
ト
す
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
言
葉
の
頻
度
を
数
え
る
調
査
の
限
界
の
一
つ
は
、
文
脈
に
よ
っ
て
言
葉
の
意
味
が
違
う
こ
と
が
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
間
題
を
部
分
的

に
解
決
す
る
方
法
の
一
つ
は
、
前
後
の
言
葉
を
同
時
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
鍵
と
な
る
概
念
の
言
葉
に
一

致
す
る
言
葉
だ
け
を
検
索
す
る
方
法
と
、
は
じ
め
の
い
く
つ
か
の
文
字
だ
け
で
検
索
す
る
（
語
尾
変
化
の
あ
る
も
の
も
含
む
よ
う
に
）
方
法
が

あ
る
（
≦
●
＞
。
U
魯
乱
①
一
。
・
目
”
呂
国
’
魯
。
富
。
P
、
．
｝
O
。
ヨ
℃
暮
霞
ギ
罐
冨
ヨ
地
8
留
導
巳
轟
目
碧
3
｛
自
国
亀
O
。
琴
8
宏
騨
乱
爵
①
マ
H
ヨ
舅
a
宣
審

0
8
言
蓉
の
い
．
、
q
。
§
鳩
§
ミ
≧
§
。
。
§
肺
§
ど
一
山
り
一
〇
①
ω
）
。

　
「
O
雪
鍍
亀
ぎ
ρ
昌
冨
ご
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
か
つ
て
最
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
コ
ン
テ
ソ
ト
・
ア
ナ
リ
シ
ス
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
Ω
窪
R
毘
ぎ
琶
ぎ
だ
シ

ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
い
く
つ
か
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
手
続
き
か
ら
な
り
、
「
元
の
ま
ま
の
文
書
」
を

検
索
し
、
言
葉
の
頻
度
を
測
定
し
、
文
書
の
性
格
を
表
出
す
る
．
も
と
も
と
心
理
学
的
及
び
社
会
学
的
な
資
料
の
調
査
用
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
社
会
関
係
研
究
所
（
い
ぎ
。
蚕
ε
蔓
h
自
警
。
芭
寄
一
畳
。
琶
で
開
発
さ
れ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
い
く
つ
か
の
辞
書
と
デ
ー
タ
準

備
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
デ
ー
タ
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
、
社
会
学
で
広
範
囲
に
使
わ
れ
て
い
た
（
例
え
ば
℃
●
』
聾
。
器
9
塾
一

雰
ミ
．
。
墨
§
§
巳
甘
壕
琴
恥
Q
§
塁
匙
㌧
蕊
§
唾
§
竃
。
H
H
零
＄
辞
9
医
ぴ
ユ
貴
①
」
8
0
。
な
ど
）
。

　
辞
書
に
は
言
葉
の
語
根
だ
け
を
入
れ
て
お
く
方
法
も
あ
る
。
例
え
ば
辞
書
に
彗
鼠
爵
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て
お
け
ば
、
餌
9
8
犀
だ
け

で
な
く
、
暮
貫
。
寄
｝
辞
貫
鼻
亀
”
暮
寅
。
犀
営
㎎
な
ど
も
拾
え
る
（
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
五
〇
〇
の
語
根
で
固
有
名
詞
を
含
め
文
書
の
八
○
パ
ー
セ
ソ
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ト
を
ヵ
バ
ー
で
き
た
と
言
う
．
）
。
辞
書
は
完
全
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
辞
書
に
見
あ
た
ら
な
い
言
葉
は
「
残
り
の
リ
ス
ト
」
と
し
て
別
に
打

ち
出
さ
れ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
後
に
辞
書
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
．

　
こ
の
手
法
の
最
盛
時
に
は
一
二
を
越
え
る
「
Ω
雰
興
巴
ぎ
2
ぎ
だ
用
の
辞
書
が
使
わ
れ
て
い
た
．
一
番
項
目
が
多
い
の
は
三
五
〇
〇

の
項
目
と
八
三
の
標
識
分
類
を
有
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
第
三
心
理
社
会
学
辞
書
（
穿
Φ
寓
鶏
奉
乱
醤
ま
評
饗
ぎ
弩
ざ
一
。
管
邑
9
a
。
轟
蔓
）
で

あ
る
。
辞
書
に
は
二
つ
の
標
識
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
第
一
の
標
識
は
言
葉
の
普
通
あ
る
い
は
明
か
な
意
味
を
分
類
し
た
も
の
。
こ
れ

ら
は
別
々
の
独
立
変
数
に
も
な
る
。
第
二
の
標
識
は
言
葉
に
含
蓄
さ
れ
て
い
る
意
味
を
分
類
し
た
も
の
。
第
二
の
標
識
は
独
立
変
数
と
な

り
得
な
い
。

　
政
治
的
な
文
書
の
分
析
に
は
意
味
差
判
別
法
（
。
・
霞
導
浮
臼
験
3
づ
二
巴
）
に
基
づ
い
た
辞
書
が
使
わ
れ
る
。
こ
れ
は
意
味
だ
け
で
な
く
言

葉
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
尺
度
に
よ
っ
て
も
コ
ー
デ
ィ
ソ
グ
さ
れ
て
い
る
辞
書
で
あ
る
（
ρ
卑
＝
駐
芦
．
、
＞
昌
ヒ
。
冨
8
亀
些
①
、
O
雪
Φ
巨
一
㌣

ρ
昌
Φ
り
、
す
ぎ
の
違
①
暴
ぎ
》
琶
鴫
路
。
隔
頃
。
一
釜
＆
u
。
。
§
①
・
黄
．
．
寒
ぎ
§
ミ
じ
Q
＆
§
㊦
P
ω
。。
㌣
ω
。。
。。
」
8
斜
）
．

　
サ
ン
タ
フ
ェ
第
三
人
類
学
辞
書
（
醤
①
o
Q
導
訂
頴
審
区
ぎ
爵
塚
。
冨
。
笹
邑
9
＆
。
葛
蔓
）
は
異
な
る
文
化
の
民
話
の
比
較
研
究
な
ど
の

分
析
に
使
わ
れ
九
九
の
標
識
分
類
を
含
ん
で
お
り
、
K
・
ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
含
ま
れ
て
い

る
。　
ラ
ス
ウ
ェ
ル
と
カ
プ
ラ
ソ
が
開
発
し
た
八
つ
の
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
標
識
と
な
っ
て
い
る
の
が
イ
エ
ー
ル
大
学
で
つ
く
ら
れ
た
政
治
辞

書
で
あ
る
。

　
Ω
窪
霞
毘
ぎ
2
嘗
震
シ
ス
テ
ム
の
利
点
の
一
つ
は
辞
書
の
入
れ
替
え
が
効
く
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
違
う
変
数
を
指

標
と
す
る
辞
書
を
使
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
統
領
候
補
の
受
諾
演
説
を
様
々
な
辞
書
を
使
っ
て
幾
種
類

か
の
分
析
が
可
能
と
な
る
。
結
果
を
解
釈
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
使
用
し
た
辞
書
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
論
理
的
仮
説

（
例
え
ば
辞
書
が
つ
く
ら
れ
た
と
き
に
対
象
と
な
っ
た
標
本
個
体
数
に
類
似
し
た
個
体
数
に
の
み
適
応
す
る
と
い
う
前
提
な
ど
）
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

　
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
れ
ば
、
文
章
に
X
あ
る
い
は
Y
、
も
し
く
は
そ
の
両
方
が
出
て
く
る
と
わ
か
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
X
と
Y
の
関
係
も
知
る
必
要
が
あ
る
．
例
え
ば
次
の
三
つ
の
文
章
を
分
析
し
た
と
す
る
。

　
　
ソ
連
の
行
動
は
挑
発
的
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
ス
・
バ
キ
ア
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
チ
ェ
コ
ス
・
バ
キ
ア
の
行
動
は
挑
発
的
で
あ
り
、
ソ
連
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
挑
発
的
な
行
動
は
ソ
連
と
チ
ェ
コ
ス
・
バ
キ
ア
の
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
文
章
に
は
同
じ
言
葉
が
含
ま
れ
る
が
、
意
味
は
明
ら
か
に
違
う
。
言
葉
の
頻
度
の
分
析
も
コ
ン
テ
ィ
ソ
ジ
ェ
ソ
シ
ー
・
ア
ナ

リ
シ
ス
も
こ
れ
ら
の
文
章
の
違
い
を
区
別
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
心
理
的
な
指
標
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
O
雪
霞
巴
ぎ
名
甘
霞
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ハ
ン
ト
と
ホ
ブ
ラ
ン
ド
が
開
発
し
た
「
概
念
学
習
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
組
み
合
わ
せ
て
使
わ

れ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
A
文
書
を
B
文
書
か
ら
区
別
す
る
一
つ
の
概
念
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
概
念
の
組
合
せ
を
検
索
す
る
も
の
で

あ
る
（
例
え
ば
国
。
ω
’
缶
暮
戸
8
国
お
暮
霞
導
儀
℃
」
望
g
紳
的
§
ミ
賦
§
鴨
蕊
G
。
き
～
ミ
§
識
§
｝
＞
。
＆
①
目
ざ
零
①
郵
Z
①
名
ぺ
8
F
お
留
）
。
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近
年
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
翻
訳
の
重
要
な
副
産
物
の
一
つ
は
、
意
味
だ
け
で
な
く
構
文
上
の
区
別
が
で
き
る
プ
・
グ
ラ
ム
の
開

発
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
う
こ
と
に
ょ
り
、
何
が
言
わ
れ
て
い
る
か
だ
け
で
な
く
ど
の
様
に
言
わ
れ
て
い
る
か
も
分
析

で
き
る
．
し
か
し
翻
訳
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
問
題
の
一
つ
は
、
同
じ
文
章
を
い
ろ
い
ろ
に
翻
訳
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
翻
訳
で
は
欠
点

と
な
る
こ
の
側
面
も
、
内
容
分
析
で
は
利
点
と
な
り
う
る
。

最
後
に
内
容
分
析
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
場
合
の
可
能
性
と
危
険
性
に
触
れ
る
。

最
も
顕
著
な
特
質
は
、
信
じ
難
い
早
さ
で
分
析
で
き
、
し
か
も
信
頼
性
の
高
い
こ
と
で
あ
る
．

し
か
し
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
重
要
な
点
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は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
第
一
に
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
曖
昧
性
を
受
け
入
れ
な
い
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
分
析
す
る
前
に
調
査
者

が
調
査
デ
ザ
イ
ソ
の
各
段
階
（
例
え
ば
辞
書
の
定
義
の
明
確
化
）
を
確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
．
し
か
し
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
限
界
の
お
か
げ
で
、
調
査
デ
ザ
イ
ン
を
綿
密
に
行
う
こ
と
に
な
り
調
査
を
よ
り
効
率
的
に
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
た
と
え
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
く
と
も
、
使
う
仮
定
の
も
と
に
デ
ザ
イ
ン
を
明
確
に
す
れ
ば
結
果
の
評
価
に
も
役
立
つ
。
第
二
に
、
同
じ
デ
ー
タ

を
い
ろ
い
ろ
な
目
的
に
使
え
る
こ
と
．
調
査
者
の
理
論
は
デ
ー
タ
で
な
く
辞
書
に
組
み
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
辞
書
は
新
し
い
問
題
に

応
じ
て
拡
大
し
た
り
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
数
の
変
数
を
含
む
コ
ン
テ

ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ア
ナ
リ
シ
ス
な
ど
、
複
雑
な
デ
ー
タ
操
作
を
低
コ
ス
ト
で
、
し
か
も
高
い
信
頼
性
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
因
子
分
析
な
ど
、
複
雑
な
統
計
学
的
分
析
と
内
容
分
析
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
．
さ
ら
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と

で
、
集
計
の
信
頼
性
と
デ
ー
タ
の
妥
当
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
ま
た
時
問
的
に
も
空
間
的
に
も
広
範
囲
な
調
査
を
行
え
る
。

　
　
　
　
　
第
二
章
　
タ
イ
ム
ス
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ウ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
内
容
分
析

1
　
調
査
対
象
お
よ
び
調
査
期
間

　
円
箒
目
竃
国
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年
一
月
一
日
ー
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
五
日

　
弓
冨
要
卜
■
ピ
の
↓
閃
国
国
目
q
O
O
閃
客
ト
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
一
月
一
日
－
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
五
日

　
目
富
の
○
ご
目
頃
O
＝
一
Z
＞
竃
○
閑
2
H
2
Ω
勺
○
の
目
（
＋
国
O
曽
Z
国
総
Z
問
妻
の
）
一
九
八
四
年
一
月
一
日
i
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
五
日

2
　
調
査
の
目
的

本
稿
に
お
け
る
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
内
容
分
析
の
目
的
は
、
一
九
八
一
年
一
月
一
日
よ
り
一
九
八
八
年
一
〇
月
一
五
日
ま
で
過
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去
七
－
五
年
間
の
世
界
の
高
級
紙
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
タ
イ
ム
ス
（
T
）
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
！
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
W
S

J
）
、
香
港
の
サ
ゥ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
モ
ー
ニ
ソ
グ
・
ポ
ス
ト
（
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
）
（
S
C
M
P
、
S
C
M
P
B
N
）
を
取
り
上
げ
、

「
日
本
関
連
」
記
事
に
関
す
る
全
体
的
把
握
を
通
じ
、
三
紙
の
対
日
報
道
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
．

　
そ
こ
で
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
使
用
単
語
の
頻
度
分
析
を
通
じ
て
、
①
日
本
に
関
す
る
如
何
な
る
項
目
（
例
え
ば
人
物
、
企
業
、
事

項
）
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
か
、
②
日
本
に
対
す
る
評
価
的
態
度
を
明
示
す
る
ど
の
様
な
単
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
か
（
例
え
ば
非
好
意

的
な
単
語
と
し
て
は
”
9
8
ぎ
8
且
Φ
目
P
留
＆
壼
♂
ぼ
①
暮
①
P
要
＄
ξ
。
郵
零
く
霞
弓
し
拐
貫
び
ま
蔓
一
ロ
自
＆
暮
ま
ξ
な
ど
、
好
意
的
な
単
語
と
し
て
は

品
§
馨
嘗
8
8
§
ぎ
昌
も
3
讐
婁
も
牙
彗
8
』
馨
寅
器
菖
ゼ
一
り
①
田
匹
芽
』
。
一
暮
巨
な
ど
）
、
③
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
際
的
関
連
の
中

に
位
置
づ
け
て
い
る
か
（
例
え
ば
日
本
人
以
外
の
人
物
名
、
日
本
以
外
の
国
名
、
地
名
の
頻
度
）
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
今
回
の
分
析
に
際
し
、
前
章
で
紹
介
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
内
容
分
析
手
法
に
支
配
的
な
影
響
を
持

つ
0
9
零
巴
目
β
巳
り
霞
を
用
い
な
い
主
な
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
分
析
は
、
文
章
か
ら
の
主
題
抽
出
に
関

し
て
は
「
日
本
関
連
」
と
し
て
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
聞
の
見
出
し
と
い
う
構
文
上
き
わ
め
て
特
殊
な
形
を
持
つ
文
章
が
分
析

対
象
で
あ
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
英
語
の
表
現
方
法
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
イ
ギ
リ
ス
英
語
、
香
港
英
語
を
も
分
析
対
象
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
Ω
曾
霞
亀
ぎ
β
冒
霞
を
内
容
分
析
の
辞
書
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
こ
の
辞
書
の
論
理
的
仮
説
と
抵
触
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
外
国
の
新
聞
が
日
本
に
関
連
し
た
記
事
を
掲
載
す
る
場
合
、
新
聞
全
体
の
日
本
に
対
す
る
評
価
を
曖
昧
に
す
る
た
め
に
、
日
本
に
関
し

評
価
の
異
な
る
記
事
を
複
数
掲
載
し
て
互
い
の
日
本
に
対
す
る
評
価
尺
度
を
相
殺
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
新
聞

の
発
行
さ
れ
て
い
る
国
の
読
者
に
は
、
も
っ
と
関
心
が
あ
る
記
事
で
日
本
に
対
し
非
好
意
的
な
態
度
を
示
し
て
世
論
を
煽
っ
て
い
て
も
、

統
計
的
な
内
容
分
析
の
結
果
か
ら
は
新
聞
全
体
の
中
立
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
．
ま
た
そ
の
逆
も
考
え
ら
れ
る
．
さ
ら
に
、
日
本

関
連
記
事
の
中
に
①
明
ら
か
に
評
価
尺
度
上
（
好
意
的
ー
中
立
的
i
非
好
意
的
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
単
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
と
、
②
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客体が

分析パターン1（記事の主体客体分析

　　　　主体が

i騰：灘至
本
　
際
　
田

日
　
国
　
外

A
　
　
B
　
　
C

匹11F仙

　↓

好意的一中立的一非好意的

分析パターンπ（記事の事項・評価分析）

　　　主体　　　　　客体　　　　　記事の事項

　　　　↓　　　　　↓　　　　　　↓

　　　誰が　　　　　誰に　　　　　どの主題で

分析パターン皿

　分析パターンHにおける評価が中立的記事（≒事実報道記事）が、そのときの社会状況

のもとで持つ評価。

事
実
報
道
記
事
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
判
断
し
て
読
者
が
評

価
的
判
断
を
下
し
う
る
も
の
が
あ
る
。
①
と
②
の
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　
①
＞
㍉
＞
℃
卜
Z
国
旨
周
○
即
田
Ω
Z
竃
毫
一
〇Q
日
閑
鴫
○
局
国
O
ヌ
い
国
》
の

　
　
笥
的
㍉
国
Q
『
問
b
》
Z
国
国
O
勾
国
の
d
国
の
目
↓
＝
＞
日
『
＞
℃
》
2
　
の
＝
O
d
ぴ
U

　
　
H
竃
℃
○
ω
国
＞
2
0
＜
国
図
＞
■
い
U
H
竃
一
目
O
Z
一
弓
ω
国
図
℃
○
の
弓
GQ
円
○
目
＝
国

　
　
O
O
竃
霞
0
2
H
日
属
（
目
一
竃
国
ω
｝
2
0
＜
．
oo
｝
ご
oo
㎝
）

　
②
円
類
国
鼠
勺
＞
2
窃
国
国
乞
＞
2
0
国
鼠
毫
一
胃
勾
属
寓
＞
の
幻
国
り
○
国
弓
国
∪

　
　
》
頓
q
窃
、
b
q
硫
○
周
　
窃
ω
9
虐
ω
Z
O
乞
O
d
閃
閃
国
乞
日
卜
O
O
O
q
Z
目
閃
○
閃

　
　
悶
国
ω
閑
d
》
菊
肖
（
窃
ド
q
ω
一
W
Z
一
乞
一
〇
〇〇
㎝
）
（
円
H
崔
国
9
》
℃
閃
●
『
一
〇
〇〇
①
）

　
田
霞
三
塁
（
黒
字
）
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
否
定
的
な
意
味
の
も
の
で
は
な
い
が

　
目
本
の
貿
易
の
不
均
衡
と
い
う
状
況
の
中
で
は
、
さ
ら
に
日
本
の
貿
易
収
支
が
よ

　
く
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
決
し
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
。

　
従
っ
て
、
外
国
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
日
本
関
連
記
事
か
ら
、
当
該
国
読
者

間
に
も
た
れ
て
い
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
内
容
分

析
に
は
、
上
に
示
す
よ
う
な
分
析
枠
組
み
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
分
析
バ
タ
ー
ソ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
調

査
研
究
は
、
新
聞
の
組
織
上
の
制
約
（
す
な
わ
ち
新
聞
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
に

限
界
が
あ
る
こ
と
、
特
派
員
数
に
限
り
が
あ
り
、
い
か
に
外
国
記
事
の
多
い

高
級
紙
と
言
え
ど
も
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
を
申
し
分
な
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
報
道
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す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
こ
と
、
新
聞
社
以
外
の
個
人
や
団
体
、
組
織
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
る
こ
と
な
ど
）
に
つ
い
て
．
調
査
デ
ザ

イ
ン
の
作
成
時
点
で
も
、
デ
ー
タ
の
解
析
に
際
し
て
も
十
分
な
配
慮
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
新
聞
（
メ
デ
ィ
ア
）
の
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
調
査
を
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
影
響
は
新
聞
と
受
け
手
と
社
会
シ
ス
テ
ム
と
い
う
広
い
状
況
下
に
お
け
る
三
者
の
相
互

作
用
の
結
果
と
し
て
捉
え
る
視
座
に
欠
け
て
い
た
と
言
え
る
。
ア
メ
リ
カ
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
聞
は
、
先
進
資
本
主
義
体
制
・
自
由
主

義
的
民
主
主
義
の
体
制
下
で
、
私
企
業
と
し
て
存
在
し
つ
つ
同
時
に
社
会
的
公
器
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
、

新
聞
の
報
道
に
は
制
約
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
例
え
ば
Q
昌
。
曽
魯
ヨ
き
噛
崖
暮
嬉
き
≧
§
。
・
％
餌
硫
ミ
＆
ぎ
肺
ぎ
q
畢

。。

い
養
9
画
§
。
、
訪
ミ
ミ
§
弓
冨
男
吋
8
り
奉
聲
Z
Φ
≦
楓
o
吋
ぎ
一
S
oo
）
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
サ
ソ
プ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
た
三
つ
の
高
級
紙
が
、
ど
の
よ
う
な
日
本
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
か
を
コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
単
語
頻
度
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
解
明
し
、
こ
れ
ら
の
新
聞
の
置
か
れ
て
い
る
組
織
的
、
社
会
的
制
約
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
次
に
上
記
分
析
パ
タ
ー
ソ
に
基
づ
い
た
よ
り
詳
細
な
量
的
分
析
や
新
た

な
質
的
分
析
を
行
う
際
の
焦
点
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
3
　
分
析
結
果

　
内
容
分
析
の
結
果
は
、
後
掲
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
分
析
項
目
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
て
お
い
た
が
、
資
料
と
の
関
係
を
補
足
し
て

お
く
。

ω
　
日
本
に
関
す
る
如
何
な
る
項
目
（
例
え
ば
人
物
．
企
業
、
事
項
）
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
か
。
三
紙
に
現
れ
た
頻
度
の
高
い
日
本
企
業
名
、

　
人
名
、
地
名
を
抽
出
（
資
料
－
）
．
事
項
に
つ
い
て
は
、
三
紙
全
体
に
わ
た
る
出
現
品
度
数
一
〇
〇
以
上
の
単
語
か
ら
の
判
定
（
資
料
2
－

　
a
）
。

　
さ
ら
に
、
1
こ
れ
ら
の
単
語
を
経
済
活
動
の
事
項
に
注
目
し
て
分
類
す
る
と
、
貿
易
、
金
融
・
投
資
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
政
府
の
四
つ
の
ジ

ャ
ン
ル
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
y
ル
か
ら
典
型
的
な
単
語
を
取
り
出
し
て
三
紙
ご
と
の
頻
度
数
を
見
る
（
資
料
2
－
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b
）
。

　
ま
た
、
H
こ
れ
ら
の
単
語
を
製
造
業
の
業
種
に
注
目
し
て
分
類
す
る
と
、
自
動
車
関
連
産
業
、
鉄
鋼
関
連
産
業
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

エ
レ
ク
ト
官
ニ
ク
ス
、
家
電
、
食
品
、
海
運
・
造
船
、
通
信
、
石
油
関
連
産
業
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
（
資
料
2
－
c
）

㈲
　
日
本
に
対
す
る
評
価
的
態
度
を
明
示
す
る
ど
の
様
な
単
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
か
．
日
本
関
連
記
事
に
書
き
込
ま
れ
た
評
価
の
明

　
か
な
単
語
の
中
か
ら
使
用
頻
度
上
位
五
〇
の
単
語
を
抽
出
（
資
料
3
－
a
）
。

　
さ
ら
に
、
頻
度
が
六
〇
以
上
の
単
語
の
新
聞
別
使
用
頻
度
を
示
す
（
資
料
3
－
b
）
。

　
㈹
　
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
際
的
関
連
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

　
日
本
関
連
記
事
中
に
あ
る
外
国
の
国
名
、
地
名
を
各
紙
と
も
上
位
一
二
番
ま
で
抽
出
し
（
資
料
4
－
a
）
、
さ
ら
に
、
頻
度
の
高
い
外
国
企

業
名
と
各
新
聞
に
お
け
る
出
現
数
を
示
す
（
資
料
4
－
b
）
。

　
4
　
考
　
　
察

　
内
容
分
析
は
新
聞
に
よ
っ
て
異
な
る
サ
ン
プ
リ
ソ
グ
期
間
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
．
（
タ
イ
ム
ス
は
ほ
ぼ
七
年
間
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ

ー
ト
．
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
サ
ウ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
．
モ
ー
ニ
ソ
グ
・
ポ
ス
ト
＋
ピ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
ぼ
五
年
間
）
内
容
分
析
の
結
果
は
資
料
と
し
て
添

付
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
と
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
調
査
方
法
と
は
、
我
々
が
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
諸
外
国
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
主
張
や
政
府
首
脳
、
社
会
的
指
導
者
の
講
演
、
著
述
、
様
々
な
文
献
な
ど
を
長
期
に
わ
た
り
、
網
羅
的
に
分
析
し
て
、
諸
外
国
の

対
日
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
巨
視
的
に
分
析
す
る
上
で
、
新
た
な
方
向
を
示
し
得
た
と
考
え
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
示
し
た
デ
ー
タ
の
解
釈
は
、
背
景
と
な
っ
て
い
る
国
際
社
会
の
様
々
な
出
来
事
を
十
分
考
慮
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
対
日
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
外
国
の
高
級
紙
の
日
本
関
連
記
事
の
特
徴

に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
考
察
を
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
．
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資料1　日本に関する如何なる事項に関心を寄せているか（日本企業名、人名、地名）（題｝

三紙合計 T WSJ SCMP／
SCMPBN

トヨタ　　（122〉 日産　　　（42） トヨタ　　（90） 三菱　　　（8）

日産　　　（120） 三菱　　　（32） 日産　　　（77） 住友　　　（6）

三菱　　　（99） 東芝　　　（31） 三菱　　　（66） トヨタ　　（4）

東芝　　　（80〉 日立　　　（30） 松下　　　（56〉 三和　　　（4）

ホンダ　　（78） ソニー　　（30） ホンダ　　（56） 第一勧業　　（3）

日立　　　（77） トヨタ　　（28） 日立　　　（50） 東芝　　　（3）

松下　　　（72） ホンダ　　（25） 東芝　　　（46） 三井　　　（3）
ソニー　　（71） 富士通　　（25） ソニー　　（41）

企業名（b）
富士通　　（51）

N　E　C　　（39）

三井　　　（17）

松下　　　（16）

キャノン　（27）
富士通　　　（25〉

シヤーブ　（38） 住友　　　（15） 久保田　　（25）

住友　　　（36） N　E　C　　（13） N　E　C　　（25）

三井　　　（34） 野村　　　（11） 野村　　　（21）

野村　　　（33） セイコー　　（6） いすず　　　（20）

キャノン　　（29） いすず　　（6） 京セラ　　（20）

マツダ　　（29） ミネベア　　（6） ミネペア　　（19）

いすず　　（26）

久保田　　（26）

中曽根　　（103） 中曽根　　（57） 中曽恨　　（44） 中曽根　　（2）

Reagan　　（75） Reagan　　（31） Reagan　　（44） 若王子　　（2）

竹下　　　（75） 竹下　　　（25） 澄田　　　（22）

澄田　　　（24） Thatcher　（16） Baker　　（12）
Baker　　（22〉 Baker　　（12） Volker　　（9）

Thatcher　（17） Howe　　（7） 竹下　　　（7）
人　名（c〉 田中角栄　　（12） 田中角栄　　（6） 田中角栄　　（6）

Volker　　（10） 鈴木善行　　（6） 牧田　　　（6）

裕仁　　　（7） 裕仁　　　（6） 宮沢　　　（3）

Yeutter　　（7） Aqumo　　（4） Greenspan　（3）

Howe　　（7） 石原慎太郎（4）
牧田　　　（6） 田村元　　（4）

字野宗佑　（4）

束京　　　（337） 東京　　　（165） 東京　　　（136） 東京　　　（36）

大阪　　　（18） ：大阪　　　（10） 大阪　　　（5） 大阪　　　（3）

神戸　　　（8） 神戸　　　（3） 神戸　　　（3） 神戸　　　（2）

地名 隊晒　　　（3） 関西　　　（2） 関西　　　（0） 関西　　　（1）

北海道　　（3） 北1毎道　　（2） 北～毎道　　（0） 北海道　　（1）

京都　　　（1） 京都　　　（1） 京都　　　（0） 京都　　　（0）

九州　　　（1） 九州　　　（1） 九州　　　（0） 九州　　　（0）

a
，
D
C

（　）内は頻度数。

ハイフンてつないだ合併企業名は加算していない。

SCMP／SCMPBNについては、サンプル数がきわめて少ないので比較のための数値が出せない．
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　　　　　　資料2－a　日本に関する如何なる事項に関心を寄せてPるか（事項）

　　　　　　　　　　　　　　三紙全体にわたる出現頻度数100以上の単語

JAPAN
BANK（BANKER）
TOKYO
INDUSTRY
ECONOMY
STOCK
BRITAIN（BRITISH）

DEVELOP
GOVERNMENT
EUROPE
GROWTH
SET
PRICE
SURPLUS
SECURITIES

ORDER
TOYOTA
MANUFACTURE
SEEK
CONTRACT
COUNTRIES

US
MARKET
AUTO十CAR
REPORT
IMPORT
FINANCE
MOTOR
PACT
ISSUE

INVESTMENT
SELL
JOINT
BOND
CONSOLIDATED
SHIP
EXPECTATION
NISSAN
PRIME　MINISTER

END
MORE
NAKASONE

TRADE
RISE

FIRM
FOREIGN
INTERNATIONAL
VENTURE
ANNOUNCE
STEEL
RATE
WORLD
GROUP
SET
RECORD
UNIT
CUT
ELECTRIC
UK
MAKE
EEC
PLANT
OFFER

PRODUCE（PRODUCT）

EXPORT
PLAN
COMPANIES
AGREE（AGREEMENT）

SALES
INCREASE
SHARE
COMRUTER
PROFIT　　　　－

JOINT
EXCHANGE
HONG　KONG
BEER
LEAD（ER・SHIP・ING）

SEE
NIPPON
CHINA
NATION
BUY
HALF

資料2－b　経済活動の事項に注目して分類

経瘡活動 全　　体 T WSJ SCMP／SCMPBN

貿　　易

TRADE（679）

EXPORT（350）

IMPORT（257）

312

128

111

333

165

139

34

127

金融・投資

FINANCE（202）

INVESTMENT（173）
PROFIT（149）

139

69

91

47

80

53

16

245

ビジネス

VENTURE（201）

CONSOLIDATED（135）

（UNCONSOLIDATED（94））

40

268

152

109

86 9
0
0政　　府

GOVERNMENT（158）
PRIME　MINISTER（116）

PRESIDENT（95）

MINISTRY（91）

130

102

81

73

15

4
ユ

1
9

13

1039
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製造業の業種に注目して分類

業　　種 全　　体 T WSJ SCMP／SCMPBN

自動車
AUTO＋CAR（329）
MOTOR（212）

112

71

214

130 3
1
1鉄　　鋼 STEEL（173） 74 93 6

コンピューター・

エレ外ロニクス

COMPUTER（155）

ELECTRONICS（81）

SEMICONDUCTOR（95）

（MICRO）CHIPS（109〉

94

36

33

33

58

41

60

77

3
4
2
0

家　　電

ELECTRIC（125）

VIDEO（45）

TELEVISION（24）

48

30

19

74

133

3
2
2

通　　信
TELECOMMUNICATION（89）
TELEPHONE（59）

62

30

25

28 2
1石　　油 PETRO（OIL，GAS）（151） 87 62 2

食　　品 BEER（133） 132 0 1
海運・造船 SHIP＋VESSEL（117） 59 37 21

資料3－a　日本関連記事に書き込まれた評価の明かな単語（使用頻度上位50の単語）

AGREE　　　　　　INCREASE　　　　　　DEVELOP　　　　SURPLUS

GROWTH　　　　PROFIT　　　　　　JOINT　　　　　EXPECTATION
BUILD　　　　　　　HIGH　　　　　　　　　BEGIN　　　　　　LAUNCH

好意的 GAIN　　　　　　　EASE　　　　　　　　　HELP　　　　　　　ACQUIRE
ACCORD　　　　　WIN　　　　　　　　　COOPERATE　　　REACH
STRONG　　　　　ESTABLISH　　　　　SUPPORT　　　　HOPE

SUCCESS　　　　　CONSTRUCTION

FALL　　　　　　　CUT　　　　　　　　　END　　　　　　　LOSE

REDUCE　　　　　　DECLINE　　　　　　　DROP　　　　　　　TARIFF

非好意的 URGE　　　　　　DISPUTE　　　　　DUMPING　　　CONCERN
THREAT　　　　　FAIL　　　　　　　　　PRESSURE　　　　DEFICIT

INTERVENTION　SANCTION　　　　WIDEN　　　　CHARGE
DEBT　　　　　CRASH　　　　　WARN　　　　PROBLEM
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　　　　　　　　　　資料3－b　頻度が60以上の単語の新聞別使用頻度

単語（合計数） T WSJ SCMP／SCMPBN
AGREE（225） 138 77 10

INCREASE（184） 96 72 16

DEVELOP（179） 110 47 22

SURPLUS（a）（171） 55 112 5

好意的
JOINT（169） 69 84 11

PROFIT（149） 91 53 11

EXPECT《TION（125） 69 49 7
BUILD（83） 28 48 7
HIGH（76） 33 42 1
REACH（64） 37 27 0
FALL（108） 56 49 3
CUT（130） 45 83 2

　　　　（b）

非好意的
END（101） 57 40 4
LOSE（73） 33 32 8
REDUCE（67） 42 18 7
DECLINE（66） 18 37 1

（a）社会状況によっては非好意的な捉えられ方をする。

（b）なおこれらの言葉も、非好君、的な名詞と組合わさったときは、逆に好意的な意味にもなりうる。

　　　　資料4　日本をどのような国際的関連の中に位置づけているか

資料4－a　日本関連記事中にある外国の国名、地名（各紙とも上位12番まで）

全　　体 T WSJ SCMP／
SCMPBN

US（A） US（A） US（A） IIONG　KONG

BRITAIN（UK） BRITAIN（UK） CANADA CHINA
EEC（EC） EUROPE EC（EEC） KOREA
EUROPE EEC（EC） EUROPE USA
HONG　KONG LONDON KOREA SINGAPORE
CHINA AMERICA GERMANY PHILIPPINES

AMERICA CHINA ASIA TIIAILAND

KOREA GERMANY BRITAIN（UK） TAIWAN
GERMANY USSR（SOVIET） USSR AUSTRALIA
LONDON KOREA LONDON INDONESIA
USSR WASHINGTON IRAN BRITAN（UK）

ASIA IRAN ALASKA MALAYSIA
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究63巻6号（’90：6）

資料4－b　頻度の高い外国企業名と各新聞における出現数

企業名（合計数） T WSJ SCMP／
SCMPBN

BOEING（57） 32 24 1
IBM（47） 14 33 0
CHRYSLER（23） 3 20 0
PHILIPS（19） 8 11 0
KODAK（12） 0 12 0
DUNLOP（9） 9 0 O
MOTOROLA（9） 2 7 O
BANK　OF　AMERICA（8） 4 4 0
MOBIL（5） 0 4 1

　
ω
日
本
に
関
す
る
報
道
は
、
経
済
紙
（
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
、
一
般
紙
（
タ

イ
ム
ズ
）
の
区
別
に
関
係
な
く
、
ま
た
ア
メ
リ
ヵ
、
イ
ギ
リ
ス
、
香
港
（
サ
ゥ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
．

モ
ー
ニ
ソ
グ
・
ポ
ス
ト
）
と
い
う
地
理
的
位
置
の
相
違
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
関
連
事
項
が
ら

み
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
日
本
の
文
化
、
社
会
、
学
術
に
関
す
る
も
の
は
、
単
語
の

使
用
頻
度
か
ら
す
れ
ば
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
㈲
日
本
が
ら
み
の
経
済
活
動
と
し
て
多
い
の
は
、
い
ず
れ
の
新
聞
に
お
い
て
も
貿
易
、
金

融
・
投
資
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
先
進
経
済
国
と
し
て
の
確
立
し
た
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
ぎ
点
は
、
日
本
政
府
の
政
策
や
決
定
に
大
ぎ
な
関
心
が
抱
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
お
い
て
は
日
本
銀
行
の
総
裁
が
大
蔵

大
臣
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
諸
官
庁
の
う
ち
、
通
産
省
の
出

現
頻
度
が
他
を
抜
い
て
い
る
（
合
計
一
五
、
T
“
九
、
W
S
J
”
四
、
S
C
M
P
“
二
）
。

　
⑥
三
紙
が
注
目
す
る
製
造
業
の
業
種
は
、
当
然
の
こ
と
と
は
言
え
、

が
激
し
い
も
の
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

先
進
諸
国
間
の
競
合

　
㈲
使
用
頻
度
の
高
い
単
語
を
通
し
て
み
た
日
本
へ
の
評
価
的
表
現
に
関
し
て
は
、
三
紙
を

通
じ
て
種
類
は
非
好
意
的
な
言
葉
の
方
が
好
意
的
な
言
葉
よ
り
多
い
（
た
と
え
ぽ
タ
イ
ム
ス
の
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場
合
非
好
意
的
な
言
葉
が
一
二
〇
あ
っ
た
の
に
対
し
、
好
意
的
な
言
葉
は
三
八
）
が
、
頻
度
で
は
む
し
ろ
肯
定
的
な
も
の
の
方
が
多
い
（
タ
イ
ム
ス
の

場
合
、
非
好
意
的
な
言
葉
の
頻
度
が
三
八
八
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
好
意
的
な
言
葉
の
頻
度
は
四
九
五
）
。
好
意
的
な
ニ
ュ
ー
ス
は
無
味
乾
燥
に
伝

え
、
非
好
意
的
な
も
の
は
感
情
が
こ
も
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
慎
重
だ
と
い
う
こ
と
か
。
好
意
的
な
言
葉
が
日
本
に
と
っ
て
好
ま
し
い
内

容
の
記
事
に
多
い
と
す
れ
ば
、
記
事
全
体
と
し
て
は
必
ず
し
も
好
意
的
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
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㈲
目
本
の
国
際
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
タ
イ
ム
ズ
お
よ
び
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
！
ナ
ル
と
サ
ゥ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
．
モ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
（
＋
ピ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス
）
と
で
は
、
は
っ
ぎ
り
し
た
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
新
聞
に
お
い
て
は
、
目
本
と
欧
米
の
関
係
、
日
本
と
Z
宙
の
諸
国
と
の
関
係
が
中
心
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
香
港
の
新
聞

で
は
日
本
と
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア
ニ
ア
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る
．

　
⑥
イ
ギ
リ
ス
の
タ
イ
ム
ズ
と
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
は
、
明
ら
か
に
構
文
上
、
用
語
上
の
相
違
が
認
め

ら
れ
る
（
例
え
ば
タ
イ
ム
ズ
が
人
名
に
役
職
名
や
窯
零
を
付
け
て
い
る
の
に
対
し
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
ほ
と
ん
ど
呼
び
す
て
て
あ
る

な
ど
）
。
ま
た
添
付
し
た
資
料
デ
ー
タ
か
ら
も
三
つ
の
異
な
る
地
域
の
新
聞
英
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
．
新

聞
見
出
し
の
構
文
的
特
徴
が
読
者
の
印
象
に
与
え
る
影
響
の
相
違
に
つ
い
て
は
ま
だ
日
本
で
も
海
外
で
も
研
究
者
の
分
析
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
の
で
、
参
考
と
す
ぺ
き
デ
ー
タ
が
な
い
。

（
な
お
、
本
論
文
は
、
外
務
省
国
際
報
道
課
よ
り
の
依
託
に
よ
る
調
査
研
究
の
成
果
の
一
部
を
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
作
成
に
あ
た
り
、
法
学
部
助
教
授
迫
村
純
男
氏
の
御
助
力
を
得
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意
に
し
た
い
。
）
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7
ア
イ
ル
作
成
の
プ
ロ
セ
ス

ω
　
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
変
更

　
外
務
省
よ
り
依
託
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
八
イ
ン
チ
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
円
国
図
目
目
乞
国
よ
り

噛
＞
℃
＞
乞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
し
た
新
聞
記
事
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
電
話
回
線
を
介
し
て
収
集
し
た
通
信
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
．
外
務
省
が

使
用
し
た
機
種
は
N
E
C
の
九
八
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
デ
ー
タ
分
析
に
用
い
た
の
が
ア
ッ
フ
ル
の
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
た

め
、
ま
ず
フ
ァ
イ
ル
の
コ
ン
バ
ー
ト
作
業
を
行
っ
た
．

　
双
方
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
ク
ロ
ス
ケ
ー
ブ
ル
で
直
結
し
、
互
い
に
通
信
ソ
フ
ト
を
起
動
し
て
図
竃
O
U
国
竃
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
り
転
送
を
行
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
は
毎
分
九
六
〇
〇
ボ
ー
の
レ
ー
ト
で
始
め
た
が
、
W
S
J
を
収
め
た
フ
・
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
二
箇
所
の
不
良
セ
ク
タ
ー
が
あ
り
、
使
用
し

た
通
信
ソ
フ
ト
の
仕
様
上
（
ソ
フ
ト
を
？
円
霞
目
か
ら
国
ω
山
霞
目
に
変
更
し
た
）
、
二
四
〇
〇
ボ
ー
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

思
わ
ぬ
時
間
を
要
し
た
。

40

ω
　
デ
ー
タ
作
成

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
件
数
は
次
の
通
り
。

S
C
M
P

S
C
M
P
B
M

T
T
W
P

W
S
J

（
W
S
J
に
関
し
て
は
、

測
す
る
と
、
六
〇
五
〇
件
程
度
で
あ
ろ
う
．

と
判
断
し
、
今
回
の
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。
）

　
　
五
一
件

　
五
九
五
件

五
一
九
六
件

六
四
三
一
件

　
　
　
？
件

上
述
の
通
り
、

（
六
・
五
キ
ロ
バ
イ
ト
）

（
七
六
キ
ロ
バ
イ
ト
）

（
六
六
五
キ
冒
バ
イ
ト
）

（
八
二
三
キ
ロ
バ
イ
ト
）

（
七
七
四
キ
ロ
バ
イ
ト
）

読
み
取
れ
な
い
セ
ク
タ
ー
が
あ
っ
た
た
め
、
正
確
な
件
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
フ
ァ
イ
ル
の
サ
イ
ズ
か
ら
推

　
な
お
、
T
W
P
〈
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
〉
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
、
明
ら
か
に
目
本
関
連
記
事
で
は
な
い

通
信
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
は
次
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
．
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一
①
円
国
図
自
■
一
Z
国

＊
＊
＊

“
日
＝
＞
℃
図
一
〇
Q
o
Q

o
。

円
缶
国
の
国
》
勾
国
の
○
閂
q
＞
勺
卜
Z
矯
ω
内
O
閃
卜
国
d
国
乞
．
≦
国
H
Q
国
O
≦
乞
の
弓
頃
国
Z
円
≦
㎝
9
0
0
0
ω
国
》
日
臼
○
凶
図
O
U
O
冒
国
　
ω
目
＞
U
H
d
竃
u

℃
い
d
三
竃
国
日
国
U
一
N
O
℃
○
一
乞
目
の
O
Z
円
国
国
ω
↓
O
Q
国
国
図
Q
閏
》
2
0
国
＞
閃
↓
国
菊
＞
Z
＞
℃
勾
H
い
問
○
○
い
埴
ω
　
O
＞
属
　
》
國
円
一
〇
い
国
　
≦
》
の
℃
q
－

切
い
H
の
嵐
国
U
ω
＞
図
H
2
0
円
缶
》
目
弓
自
国
の
弓
卜
U
一
q
窯
ω
O
O
ピ
U
国
＞
＜
国
目
○
】
W
国
団
H
い
ピ
国
U
≦
一
円
鵠
頃
国
い
一
d
竃
＞
2
U
竃
O
＜
国
U
癖
O
冒
国
目
－

閃
国
ω
切
国
Q
＞
q
ω
国
一
目
＝
＞
U
切
国
国
Z
ω
q
H
b
目
O
Z
＞
乞
＞
乞
O
H
国
Z
目
一
W
d
閃
H
｝
い
O
閃
O
d
Z
U
．
（
乞
○
》
切
ω
弓
閃
｝
O
目
）

の
O
q
国
Q
国
ω
oo
O
寓
り
臆
＼
“
＼
o
o
o
o
℃
一

注
“
末
尾
に
（
乞
○
＞
切
の
臼
閃
》
○
弓
）
と
書
い
て
あ
る
も
の
は
比
較
的
長
い
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
で
、
見
出
し
と
言
う
よ
り
サ
マ
リ
ー
、
あ
る
い
は
、
い
わ
ゆ

る
「
海
外
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
的
な
短
い
記
事
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
場
合
に
は
、
こ
の
括
弧
に
行
数
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。　

ま
ず
、
「
月
国
図
月
目
Z
国
」
及
び
「
＊
＊
＊
」
を
取
り
除
き
、
番
号
、
日
付
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
（
行
数
）
初
出
情
報
の
間
の
改
行
に
す
べ
て
タ
ブ
を
挿

入
し
（
こ
れ
は
分
析
に
使
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
肩
ま
言
爵
Φ
二
出
に
読
み
込
ま
せ
る
た
め
に
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
場
合
は
各
レ
コ
ー

ド
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
タ
ブ
を
デ
リ
ミ
タ
ー
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
）
、
レ
コ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
後
に
原
文
に
立
ち
帰
る

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
参
照
す
る
原
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
と
す
る
．

　
次
に
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ソ
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
加
工
し
、
各
単
語
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
を
改
行
に
置
き
換
え
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
に
読
み

込
ま
せ
た
。
1
単
語
ー
レ
コ
ー
ド
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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総
語
数

　
S
C
M
P

　
S
C
M
P
B
M

　
T

　
W
S
J

三
紙
合
計
の
語
数
は
八
七
、

三
紙
の
異
な
り
語
の
フ
ァ
イ
ル
を
一

　
さ
ら
に
冠
詞
や
前
置
詞
、

　
　
参
考
文
献
（
本
文
既
出
以
外
）

　
切
。
ω
窪
〇
一
器
P
O
o
暮
Φ
暮
＞
召
一
器
冨
ぎ
O
o
ヨ
ヨ
ロ
艮
o
彗
一
自
閃
o
馨
器
拝
2
①
ぎ
8
・
舅
。
ゆ
一
〇
9
。

　
ρ
O
①
昌
器
5
ρ
＝
o
一
の
芦
国
’
国
り
ぢ
冨
区
o
島
．
≦
。
評
芭
亀
導
畠
℃
。
幹
魯
①
・
弓
冨
＞
召
一
器
ぼ
o
暁
O
o
目
目
章
凶
8
菖
o
ロ
O
o
暑
o
暮
”

言
留
δ
暮
菖
。
円
冨
。
ユ
Φ
¢
四
＆
O
。
目
り
暮
霞
↓
Φ
9
三
聾
＄
Z
Φ
≦
鴫
8
ぎ
一
〇
〇
9

　
界
国
ユ
b
冨
且
8
算
O
o
暮
雪
け
》
鍔
一
器
富
鱒
＞
昌
一
暮
3
費
o
二
9
8
一
駐
竃
Φ
夢
＆
砿
一
〇
の
ざ
切
o
く
〇
二
図
自
帥
＝
の
”
O
毘
一
h
‘
一
〇
〇〇
〇
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
な
り
語
数

　
　
　
四
九
四
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
C
M
P
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
語

　
　
五
五
二
八
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
C
M
P
B
M
　
　
　
一
〇
三
三
語

四
八
、
九
九
七
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
一
八
語

三
二
、
五
八
O
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
S
J

　
　
　
五
九
九
語

　
　
　
　
つ
に
ま
と
め
て
重
な
っ
て
い
る
単
語
を
取
り
除
い
た
合
計
の
異
な
り
語
数
は
八
六
〇
〇
語
で
あ
っ
た
．

接
続
詞
を
除
き
、
内
容
分
析
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
二
四
六
五
語
で
あ
る
．

u
o
〈
①
一
8
ヨ
Φ
暮
¢
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